










 



 



















フロンティアクラブ
高根

高根フロンティアクラブ（平成８年結成）の３代目会長とし
て平成 20年より現在に至る。
クラブの活動として高根山のおいしさ学校（食堂、各種体験）
の運営・季節ごとのイベント開催・ひまわり栽培などの景観
整備を行っている。
また大手企業の CSR 活動、大学生の現地実習なども積極的
に受け入れをしている。

遠山 政好さん

大洋酒造

～市民の力をもっとまちづくりに生かそう～
みんなが力を合わせれば何だってできる

11
5（火）

18:00-20:00

11
5 8（火） （金）

10:00-20:00

★会場：村上プラザ 2F プラザホール
★参加費：無料（どなたでも参加できます）

★会場：村上プラザ セントラルコート
主催：NPO法人 都岐沙羅パートナーズセンター　一般社団法人 いわふね青年会議所 主催：一般社団法人 いわふね青年会議所

高根フロンティアクラブ＆大洋酒造株式会社　協働事例の舞台裏を語る

大洋酒造株式会社（昭和 18年設立）の 7代目社長として平
成 13年より現在に至る。
地元の古い 14の酒蔵が合併しできた会社として、地域おこ
し限定酒・地域限定酒なども製造を行っている。
また平成 23年には常設の展示場『和水蔵』を開場し地域の
観光拠点として多くの観光客を受け入れている。

益田 茂彦さん

遠山　高根フロンティアクラブと大洋酒造さんとの関
わりは、どぶろく造りを大洋酒造さんから教え
てもらい出した平成 17年頃からですよね。

益田　そうだね、高根でも経済特区でどぶろくを製造
出来ることになったのと、廃校を利用した山の
食堂 IRORI がオープンしたのがきっかけだね。
どぶろくも造る以上は本気でやって成功して
もらいたいので、私はどぶろくを造る鈴木さ
んに手紙を書いて、「金をかけるな、イベント
をやって人を集めろ」と伝えたんだけど、鈴
木さんは高根フロンティアクラブを動かして
それをきちんと実践してくれたわけですよ。

遠山　そのイベントというのが一緒に始めた雪中貯
蔵イベントですね。

益田　そう。大洋酒造のねらいは最終的に大洋盛を

売りたいんだけど、売る方法として地域ブラ
ンドを利用したかったんですよ。地酒をどう
世間に印象づければいいかを考えた時、地域
の人達と共に活動していますよってことがこ
れからは大事だと思ったんです。そういう発
想でどぶろくも指導してきましたし、清酒鈴ヶ
滝もこの機に PR できれば、こっちも地域興し
ならぬ大洋盛興しにつながると思ったわけで
す。つまり企業のニーズと地域のニーズがう
まく合致したってことだね。

遠山　そうですね、片方だけじゃなくて想いが一緒
に高まっていくのが一番理想的ですね。でも
大洋酒造さんは高根と協働して行った雪中貯
蔵イベントを通して具体的にどんなメリット
はあったんですか。

益田　まず、新聞で取り上げてくれるし、テレビに
も出たしね。そのお陰で頒布会の会員もずっと
維持されてるし、人と人の繋がりができて東京
会館で大洋盛を味わう会も開催でき、東京の
ファンもかなり増えましたよ。

遠山　高根でも大洋酒造のお客様との繋がりが出来
て、IRORI にも多くの方々が来てくれる様にな
りました。ただ、今 IRORI で働いてもらってい
る方々は本当にぎりぎりの時給で働いてもらっ
ているので、まだまだだなとは思っていますが。

益田　フロンティアクラブの活動自体でお金が出なく
ても、それをやることで他に利益が出ればいい
んだけどね。

遠山　高根は、IRORI を開設したことによっていろい
ろなお金が動くようにはなっているんです。例
えば IRORI で出すそばは地元農家に委託栽培し
ていますし、それによって助成金も入ってくる
ので、それをイベントにも使えるようにしてあ
ります。また、IRORI に農作物などを持ち込ん

でもらうと、金額的にはたいしたことではない
ですが、集落内でお金が回っている状況を作り
出すことができています。

益田　それはいいね。

遠山　話は変わるけど、大洋酒造は米づくりもしてい
ますよね。

益田　あれは社員教育の一環でかれこれ 10 年くらい
やってるなぁ。杜氏の田澤さんの田んぼを使っ
て、今は越淡麗を植えているんです。社員教育
から始まったけど今はどちらかというと体験型
ＰＲの意味が強いね。外部の人に対して「この
あいだ稲刈りしてきてさぁ」とか、「そのお米
でつくった酒がこれだよ」ってお客さんに自慢
話が出来るわけだ。

遠山　年々社員の方の意識も変わってきましたか？
益田　そうですね。社員も最初はねぇ、高根の雪中貯

蔵をするとか、田植えするだの、毎年人形さま
巡りの会場に開放するだの、普通の仕事以外に
なんでこんな余計な事をするんだって気持ちが
いっぱいだったと思いますよ。だけどそれを何
回もやっているとこっちの狙い所とか効果が理
解できるようになってくるわけです。その一番
は和水蔵（なごみぐら）の開設ですね。観光バ
スがこれだけ来るようになったんだから、社員
の意識も自ずと高まるよね。

遠山　高根では、まず少人数で集まって自分たちの夢
を語り合うことから意識が変わっていったんで
す。語り合ううちに情熱が湧いてきて具体的な
行動に移るわけだけど、高根の場合はフロン
ティアクラブという組織をつくったことと、
そこが中心になって集落全体でワークショップ
を開催し、これからの集落づくりのことをみん
なで考えたことが大きかったなぁ。

益田　普通、山奥の集落はひっそり暮らしていてよそ
者には警戒心を持っている、そういうイメージ
があるじゃない。でも高根は全然無い、積極性
がある、人の話も聞く度量がある。頭もいい、
行動力もある。すばらしいと思う。だから不思
議でしょうがない。

遠山　ありがとうございます。18 年もフロンティア
クラブをやってきたけど、どんなに優秀な組織
でも、どんな優秀な個人でも、一人じゃ地域な
んて変えられないんですよ、やっぱり。周りの
みんなを巻き込んでいくことで初めて地域がよ
くなっていくってこと。それは長くやってきて
学んだことですね。それと繋がりも大切。大洋
酒造さんともそうだし、学生さんとの繋がりも
ね。これからも大事にしていきたいです。

対談

本チラシは、国土交通省「平成 25 年度地域づくり活動に対する中間支援活動のコンテンツ整備のための優良な取組事例調査」の採択を受けて NPO 法人都岐
沙羅パートナーズセンターが取り組んでいる『多様な担い手の連携・協働による CSV（Creating Shared Value）創出プロジェクト』の一環で作成しています。

岩船、村上地域には様々な分野で活躍するまちづくり団体
がたくさんあります。皆様、ぜひパネル展をご覧ください！



市民活動団体パネル展とまちづくりデータベース公開のお知らせ

　「岩船、村上地域にはどんな市民団体やまちづくり団体があ
るの？」、「活動を広くたくさんの人に知ってもらいたい！」、「ボ
ランティアやまちづくりに関心があるけど、どうしたらい
い？」、「まちづくり活動や生活をしている中で困りごとがある
けど、どこに相談すればいいの？」など、まちづくりに興味、
関心のある人が多くなってきています。
　また魅力あふれるこの岩船、村上地域を後世に伝えていくた
めには、住民相互の助け合いやまちづくり活動が大変重要に
なってきます。そこで（一社）いわふね青年会議所では、地域
のまちづくり団体の情報を一堂に集めたパネル展と、WEB 上
でのまちづくりデータベースの作成を計画し、ここに掲載して
あります団体のご協力をいただきました。各団体の詳細情報に
つきましては、パネル展およびまちづくりデータベースで公開

いたします。興味のある団体があれば「一緒に活動したい！、参
加したい！、協力したい！」と連絡を取ってみてください。この
パネル展とまちづくりデータベースが多くの人に活用いただき、
この地域が活性化されればと願っております。

パネル展及びデータベースに掲載希望のまちづくり活動をしている市民団体、NPO
団体等を募集しております。詳しくは（一社）いわふね青年会議所までご連絡ください。
※営利目的、宗教、政治活動などの情報は掲載できません。

募集！！

お申込み・お問合せ先

一般社団法人 いわふね青年会議所

〒958-0841 村上市小町 4-10 村上商工会議所内　TEL  0254-53-4257　FAX  0254-53-0172
E-mail  iwaseinen@iwafune.ne.jp 　事務局：加藤

まちづくりデータベースはこちらから

URL　http://www.iwafune.ne.jp/~iwafunejc/
11 月 5日～順次公開

現在データベースに掲載予定の市民団体
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「絆で結ばれ自然と共に生きるまちあらかわ」の理念のもと、まちづくり計画で定めた７つの将来像の実現を目指すと共に、地域課題の解決や地域の活性化を図り、この地域がより元気な地域となるよう市民協
働のまちづくりを推進する。

人は子どもの時、たくさんの”ほんもの”に出会って、心に様々な感動を刻み込んでおくことで心豊かに成長していくものと考える。そこで親子ですぐれた子ども文化・舞台芸術を鑑賞することなどを通して、
子どもたちの感性を豊かに育むことを目的とする。

市民協働のまちづくりを進めるため、各地域の魅力や個性といった「地域らしさ」や地域の状況に合わせたきめ細かな支援を行政とともに進め、活気ある元気な地域を造ることを目標にしている。

市民協働のまちづくりを進めるため、各地域の魅力や個性といった「地域らしさ」や地域の状況に合わせたきめ細かな支援を行政とともに進め、活気ある元気な地域を造ることを目標にしている。

市民協働のまちづくりを進めるため、各地域の魅力や個性といった「地域らしさ」や地域の状況に合わせたきめ細かな支援を行政とともに進め、活気ある元気な地域を造ることを目標にしている。

市民協働のまちづくりを進めるため、各地域の魅力や個性といった「地域らしさ」や地域の状況に合わせたきめ細かな支援を行政とともに進め、活気ある元気な地域を造ることを目標にしている。

市民協働のまちづくりを進めるため、地域に暮らす住民がお互い知恵を出し合い、協力し合って、地域の将来像を考え、その実現に向けて行動することによって、活気と魅力あふれる元気な地域を形成していくこと。

1. 若手経営者及び若手後継者のための研修事業の実施　　2. 地域活性化のための地域振興事業の実施　　3. 部員親睦事業及び組織強化事業の実施

あらかわ地区まちづくり協議会

村
上
市
全
域

東
京

青年部活動を通じ、地元関川村の魅力を村内外にアピールし、活性化をはかること。

関川村内の心身に障がいをもつ人たちの為、個人を尊重し地域で誰もが生活を営んでいくに必要な支援活動をし、地域福祉の発展に貢献することを目的とする。

商工会は、地域に密着した唯一の総合経済団体です。地域の事業者が業種にかかわりなく会員となって、お互いの事業の発展や地域の発展のため総合的活動を行う団体です。また、中小企業経営化支援法に基づき、
経営革新など支援機関に認定され、多様化する経営課題に対し専門性の高い支援を行っています。

山北地域において地域住民と地域各種団体及び市との連携のもとに集落・地域の元気づくりと地域課題の解決に努め、住んでよかったと思える地域づくりの推進を図ることを目的とする。

地域を知り、考えるための学習活動や地域づくりの実践活動のほか、塾生の交流と人材育成の活動など、地域住民の若者が主体となってまちづくりや仲間づくりを進めることを目的とする。

地域住民参画による身近で気軽に利用できる福祉サービスの提供に関する事業を行い、住民が安心していきいきと暮らせるまちづくりに寄与する。

・地域活性化 ・高齢者の就労の場づくり・伝統ある工芸及び食を後世に伝える

1. 児童健全育成事業　2. 一般健康づくり事業　3. 高齢者健康づくり事業

・植樹を通じ自然を学び、併せて環境保全とふるさと意識の高揚を図る。・緑化活動による地域の活性化。

・養蚕文化伝承・総合学習のお手伝い・まゆクラフトの楽しさを伝える

私たちは、地域の多様な魅力を映像化し自信と誇りをもてる地域文化の発展に貢献していきます。

ふるさと村上を東京で互いに懐かしむ事を最大の目的として、出来れば活動を通じ村上市の発展に寄与したい。

岩船圏域の住民が元気に生き生き暮らすため、まちづくりの推進と支援に関する事業を行うと共に、住民、企業、行政のパートナーシップによる地域社会づくりに寄与することを目的とする。

戦国時代、勇敢武将としての地方を治め、現在の礎を築いた先人、先史を敬い、深く古えの歴史を学び深く知り、今ある城跡内の様々な遺構などを整備拡充し、後世へと守り伝えていきたい。

楽しく歩くことを通し、健康増進を図り、交流を深め、自分はもとより人や社会を明るく元気にする。～歩く習慣づくりを通して健康寿命を伸ばす～

村上市における社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事業の健全な発達及び社会福祉に関する活動の活性化により、支え合いと助け合いのある福祉のまちづくりを目標とした、地域福祉の推進を図ることを目的とする。

アピオスを食べてもらって広めたい。特産にしたい。

地域の活性化と高齢者や障害者の生き甲斐づくりを目指しています。

地産地消の観点から地元のものにこだわりながら農産加工をし、販売する。母ちゃんたちが元気で働き、明るい村づくりを目指す。

「いつでも・だれもが・いつまでも」気軽に楽しめるスポーツ活動及び文化活動の振興、地域住民の健全な心身の育成、他団体との協働を図り、誰もが参画できる健康で楽しく元気なまちづくりに寄与すること
を目的とする。

地域に暮らす住民がお互いに知恵を出し合い、協力し合って、住民自らが地域の将来像を考え、その実現に向けて行動することよって、活気と魅力あふれる元気な地域を形成していくことを目的とする。

村上岩船地域の観光・文化・伝統行事・特産品などを掘り起こし、地域の活性化と観光振興につながるよう活動をする。また関係者に働きかけをする。

社会福祉法人 村上市社会福祉協議会

アピオス友の会

東京村上市郷友会

神林おやこ劇を観る会

1. スポーツ活動、指導を通じて地域住民の健康づくり、仲間づくりをめざす　2. 村上地区体育施設の維持管理（指定管理者）

当法人は、村上城跡を保存する事業を行い、市民の憩いの場としての「お城山」を健康増進及び歴史的文化の育成に活用してゆく事に寄与することを目的とする。

森林、林業、自然環境等教育の場として、保健休養など憩いの場として市民の活用に資するため、森林整備などを行うことを目的とする。（羽黒町、南町 1，2 丁目、山居町１ ,2 丁目の賛同者及び他地区で会の
趣旨に賛同する者をもって構成）　山居山「里山」を整備し上記目的に資する。

スローガン「世代を超えて、仲が良く、魅力と活気あふれるまちをつくろう。」

スローガン「あふれる緑　つながる和　生き活きさべり」

村上市地域の住まい、景観、環境、暮らしの調査を行い、人々とのネットワークづくりを進め、より住みよいまちを目指す。

スローガン「まちづくり自ら町内（まち）から地域から」

①日頃から防災・防犯に努め、住民が安心して暮らせる上海府をめざす。　②人と人のつながりを大切にし、若者から高齢者まで住みよい上海府をめざす。　③上海府地域の景観・環境の保全に取り組む。　
④上海府地域の資源（自然・人・食材・施設）を活かしたまちづくりをめざす。　⑤老若男女問わず住民の意見を積極的に取り入れた組織づくりを行い、住民誰もが参加しやすい事業実施に努める。上海府地区町づくり推進委員会

山辺里地区まちづくり協議会

活気あふれる街瀬波まちづくり推進協議会

山居山里山整備の会

一般財団法人 村上城跡保存育英会

NPO法人 総合型スポーツクラブ・ウェルネスむらかみ

神林商工会青年部

平林地域まちづくり協議会

神納東地域まちづくり協議会

西神納地域まちづくり協議会

神納地域まちづくり協議会

砂山地域まちづくり協議会

朝日商工会

いかしつづらの会

三面地域まちづくり協議会

高根フロンティアクラブ

大須戸能保存会

日本の文化である和服を捨てたくないという想いで、リメイクを行っている。教室を通じて、服を大事にする気持ちを拡げていく。洋服を生まれ変わらせる。

三面地域に暮らす人のために、三面の雄大な自然と伝統・風景を大切にしながら、活気と地域愛に満ちたまちをつくることを目的とする。

集落の活性化

伝統事業の紹介と保存会の活動について理解を得る。

NPO法人 おたすけさんぽく

さんぽく生業の里企業組合

夢21・さんぽく塾

山北地区まちづくり協議会

山
北
地
区

大葉澤城跡保存会

いわふね村上フィルムコミッション

朝日村まゆの花の会

特色のある緑の公園を造る会

NPO法人 都岐沙羅パートナーズセンター

NPO法人 健康サポートプラス

村上観光文化活性協議会

村上地域まちづくり協議会

NPO法人 希楽々

ゆりの会企業組合

はつめの会

岩
船
、
村
上
地
域
全
域

関川村商工会青年部

NPO法人 ふれあいネットせきかわ

自分たちの住んでいる地域に誇りを持って生きる。あわしまふうど

岩船まちづくり協議会

村上トライあんぐる

荒
川
地
区

粟
島
浦
村

団体の名称 活動の目的活 動
エリア

ECHIGO歩こう会　えちごあるこうかい

「自分に合った仕事が見つからない」、「なかなか仕事に就けない」、「仕事が続かない」という 15 歳～39 歳までの無業の若者に、職業的自立を促し就労支援を実施し、その人に合った仕事探しをハローワークと連携して
支援しています。若年者の貧困防止の観点から学校と連携し、高校などの中退者の支援と不登校を防止するため、学校在籍者とその保護者の相談を受け、若年者の貧困防止、貧困の連鎖を断ち切る取り組みを行っています。

いわふね青年会議所は、次代の担い手たる責任感をもった 20 歳から 40 歳までの指導者たらんとする青年の団体で「明るい豊かな社会」の実現に向け、まちづくりや青少年育成などをテーマに地域に根ざした
多種多様な事業を行っています。

働く人が生きがいを持った働き方、人間らしい働き方をするため、お互いが協力し、助け合い、共に生きる「新しい福祉社会」を地域に築く活動を行っています。

村上地域若者サポートステション 

一般社団法人　いわふね青年会議所

企業組合 労協センター事業団村上事業所

関
川
村



・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
イ
ベ
ン
ト
時
に
協
働
で
行
え
な
い
か

・
レ
ト
ロ
バ
ス
や
人
力
車
を
出
す

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
：
一
日
目
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
二
日
目
屏
風
ま
つ
り
な
ど

・
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
農
業
体
験
ツ
ア
ー

・
人
形
さ
ま
巡
り
や
屏
風
ま
つ
り
な
ど
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
他
地
域
に
つ
な
げ
て
い
く

　
　
例
え
ば
、
鷲
ヶ
巣
山
登
山
や
高
根
の
そ
ば
ま
つ
り
、
笹
が
流
れ
な
ど

・
人
力
車
を
復
活
さ
せ
た
い

・
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
を
業
者
任
せ
に
し
な
い
で
、
も
っ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

・
地
域
活
性
化
協
議
会
は
、
も
っ
と
他
団
体
や
企
業
等
と
連
携
し
て
い
く
べ
き

・
子
ど
も
を
集
め
れ
ば
賑
や
か
に
な
る

・
地
域
の
特
徴
を
も
っ
と
生
か
す
べ
き
　
例
：
奥
三
面
で
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ

・
駅
前
を
も
っ
と
華
や
か
に
す
る

・
移
動
が
大
変
な
の
で
安
く
す
る
プ
ラ
ン
を
考
え
る

・
バ
ス
を
利
用
し
た
観
光
コ
ー
ス
を
作
る

・
つ
か
み
取
り
な
ど
の
自
然
体
験
は
子
ど
も
が
喜
ぶ

・
子
ど
も
の
体
験
が
少
な
い

・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
コ
ー
ス
づ
く
り

・
冬
の
観
光
を
考
え
、
も
っ
と
雪
を
活
か
す

・
美
味
し
い
食
べ
物
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
活
か
す

・
伝
統
行
事
の
復
活
を
す
る
と
良
い
（
小
正
月
の
だ
ん
ご
の
木
、
ど
ん
と
焼
き
な
ど
）

・
ス
キ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
合
併
、
ま
た
は
協
働
事
業
を
増
や
す

・
も
っ
と
お
寺
に
人
を
呼
び
た
い
、
使
っ
て
ほ
し
い

・
塩
谷
の
醤
油
蔵
を
も
っ
と
観
光
客
に
見
て
も
ら
い
た
い

・
異
業
種
の
情
報
紙
を
定
期
発
行
し
て
は
ど
う
か
？

・
弁
当
屋
と
農
業
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
か

・
役
員
の
高
齢
化
が
深
刻

・
イ
ベ
ン
ト
に
人
が
集
ま
ら
な
い

・
子
ど
も
が
少
な
く
集
ま
ら
な
い

・
役
員
自
体
を
入
れ
替
え
な
い
と
人
が
集
ま
ら
な
い

・
後
継
者
不
足

・
人
材
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い

・
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
か
け
持
ち
し
て
い
る
人
が
多
い

・
地
域
全
体
で
ど
ん
な
素
材
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

　
　（
地
域
の
お
土
産
は
何
か
と
聞
か
れ
て
答
え
ら
れ
る
も
の
が
少
な
い
）

・
ど
う
す
れ
ば
効
果
的
に
人
を
集
め
ら
れ
る
か
が
問
題

・
農
商
工
連
携
フ
ェ
ア
は
、
そ
の
後
の
繋
が
り
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

・
面
倒
く
さ
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
会
員
が
減
っ
て
い
る

・
伝
統
芸
能
が
少
子
化
で
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
（
大
場
沢
）

・
情
報
の
共
有
に
よ
り
情
報
発
進
力
が
増
し
、
人
と
の
繋
が
り
が
増
え
る

・
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
が
で
き
る

・
相
乗
効
果
が
図
れ
る

・
資
金
も
大
き
な
も
の
に
な
る

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
協
働
事
業
を
行
え
ば
新
た
な
発
見
が
あ
り
そ
う

・
お
互
い
の
理
解
を
進
め
る
の
が
難
し
い

・
持
続
す
る
の
が
た
い
へ
ん

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
い

・
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
成
立
し
な
い

・
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い

・
市
長
に
直
接
話
す
と
、
そ
の
下
の
ク
ラ
ス
の
管
理
職
が
へ
そ
を
曲
げ
る

・
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
な
か
な
か
報
わ
れ
な
い

今
ま
で
な
か
っ
た
駅
弁
を
つ
く
る

温
泉
組
合

堆
朱
組
合

JR
農
家

農
協

商
工
会
議
所
青
年
部

協
働

岩
船
米

朝
日
豚

村
上
牛

鮭
天
然
塩

村
上
茶

イ
チ
ゴ

プ
レ
ミ
ア
ム

お
に
ぎ
り
弁
当

食
の
宝
庫
で
あ
る
村
上
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
駅
弁
が
な
い
。
S
L
も

走
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
地
元
農
家
や
宿
泊
施
設
、
JR
な
ど
が
協
働

を
行
っ
て
新
し
い
駅
弁
を
企
画
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

具
体
的
な

協
働
企
画

具
体
的
な

協
働
企
画

新
し
い
い
ち
ご
酒
を
つ
く
る

大
洋
酒
造
と
夢
フ
ァ
ー
ム
あ
ら
か
わ
の
間
で
、
協
働
事
業
を
生
み
出
せ
そ

う
。
夢
フ
ァ
ー
ム
で
今
ま
で
捨
て
て
い
た
B
級
品
の
い
ち
ご
を
大
洋
酒
造

に
提
供
し
、
大
洋
酒
造
が
い
ち
ご
酒
を
つ
く
る
。

大
洋
酒
造（
株
）

夢
フ
ァ
ー
ム

あ
ら
か
わ

W
IN
W
IN
の
関
係

新
し
い
地
域
の
特
産
品

・
高
根
で
は
東
京
の
学
生
さ
ん
な
ど
、
若
い
人
と
の
結
び
つ
き
が
強
い

　
　
企
業
の
C
S
R
も
そ
う
い
う
土
壌
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る

・
活
動
を
続
け
て
い
る
と
、
み
ん
な
会
費
を
納
め
て
く
れ
る
（
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

・
ロ
ケ
地
を
借
り
る
時
に
企
業
の
協
力
が
必
要

・
地
域
の
宝
物
で
あ
る
「
水
」
を
使
っ
て
い
く
と
美
味
し
い
お
酒
が
造
れ
る
と
い
う
の
が
そ
の
ス
タ
ー
ト
。

　
お
酒
に
使
う
こ
と
で
地
域
資
源
に
光
が
当
た
っ
た
（
鈴
ヶ
滝
、
吉
祥
清
水
）

・
お
寺
を
使
っ
た
写
真
展
を
行
っ
て
い
る
（
お
寺
は
か
つ
て
公
民
館
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
）。

地
域
の
魅
力
を

も
う
一
度
再
発
見

す
る
こ
と
が
大
切

・
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
に
高
齢
者
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
す
べ
き

・
外
か
ら
来
た
人
と
一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
大
切

・
役
員
の
仕
事
量
が
減
れ
ば
新
し
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

・
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
大
切

・
他
地
域
と
の
連
携
も
必
要

・
も
っ
と
地
域
の
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る

・
今
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な
面
白
い
プ
ラ
ン
を
た
て
ら
れ
る
か
ど
う
か

・
集
落
の
協
力
が
必
要

・
情
報
だ
け
で
な
く
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
と
g
o
o
d
!

・
自
ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

・
知
り
合
い
が
い
る
と
コ
ラ
ボ
は
始
め
や
す
い
（
能
登
新
+
富
士
美
園
）

・
こ
れ
ま
で
接
点
の
な
か
っ
た
人
と
の
繋
が
り
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

・
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
が
大
切

・
観
光
の
目
玉
は
昔
か
ら
そ
の
地
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
べ
き

つ
な
が
り
を

生
む
に
は

コ
ト
を
起
こ
す

こ
と
が
重
要
！

お
互
い
の

思
い
を

共
有
す
る

必
要
が
あ
る

協
働
に
対
す
る

理
解
を
も
っ
と

深
め
る
べ
き

そ
も
そ
も

地
域
側
の
課
題
が

オ
ー
プ
ン
に

な
っ
て
い
な
い

も
っ
と

お
母
さ
ん
た
ち
へ
の

情
報
提
供
を

強
化
す
べ
き

！
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村
上
プ
ラ
ザ
2F
 プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

主
催
：
N
P
O
法
人
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

協
力
：
社
団
法
人
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

お
互
い
の
課
題
や

や
り
た
い
こ
と
を

話
せ
る
場
が
必
要



熊
本
の
冊
子
（
Ｎ
Ｏ
：
エ
ヌ

オ
ー
）
は
色
々
な
情
報
が
載
っ

て
い
て
小
中
学
生
も
買
う

参
考
事
例

協
働

・
新
潟
（
地
域
）
を
知
っ
て
も
ら
う
冊
子
を
作
り
た
い
。

・
保
育
園
の
跡
地
な
ど
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
使
う
→
場
所
が
必
要
。

・
小
中
学
生
が
読
め
る
議
会
報
を
つ
く
る

・
毎
週
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
次
週
開
催
イ
ベ
ン
ト
を
来
場
者
に
告
知
し
、
そ
れ
を
リ
レ
ー

　
形
式
で
つ
な
げ
て
い
く
。

・
松
葉
ガ
ニ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
を
示
す
ネ
ー
ム
の
タ
グ
を
作
成
す
る
と
良
い
の
で
は

・
情
報
を
得
ら
れ
る
拠
点
を
作
る
（
ま
ち
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
様
々
な
団
体
や
個
人
が
集
ま
り

　
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
、
協
働
で
き
る
機
会
を
得
ら
れ
る
）。

・
１
つ
の
情
報
か
ら
派
生
し
複
数
の
情
報
を
発
信
出
来
る
仕
組
み
を
作
る
（
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　
グ
で
の
１
つ
の
購
入
情
報
か
ら
関
連
す
る
そ
の
他
の
商
品
情
報
提
供
が
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
く

　
る
仕
組
み
に
倣
っ
た
方
法
）。

・
国
外
、
県
外
の
メ
デ
ィ
ア
を
呼
び
込
む
。

・
地
元
作
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
が
出
来
た
の
で
P
R
し
た
い
。

・
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
が
必
要
で
あ
る
。

・
村
上
の
情
報
サ
イ
ト
が
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
（
協
働
出
資
）。

・
ジ
ャ
ス
コ
の
跡
地
を
も
っ
と
賑
わ
い
の
あ
る
空
間
に
整
備
す
べ
き
。

・
病
院
の
跡
地
は
、
た
く
さ
ん
の
用
事
が
一
度
に
済
む
よ
う
に
施
設
を
集
約
す
る
。

・
空
き
家
を
再
利
用
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
的
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

・
若
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
，
カ
フ
ェ
的
な
拠
点
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
い
つ
も
は
カ
フ
ェ
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
・
印
刷
も
で
き
る
場
所
。

・
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
場
の
一
角
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　（
例
：
ス
ー
パ
ー
、
神
社
な
ど
）

・
小
規
模
な
拠
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
い
。

・
情
報
共
有
の
場
所
（
話
し
合
い
の
場
）。

・
常
に
誰
か
が
い
る
場
所
。

・
酒
が
飲
め
る
⇒
交
流
の
場
と
な
る
。

・
情
報
発
信
が
で
き
る
設
備
（
パ
ソ
コ
ン
環
境
）。

・
印
刷
が
で
き
る
。

・
活
動
す
る
た
め
の
設
備
や
道
具
が
揃
っ
て
い
る
。

人
が
集
ま
ら
な
い
と

情
報
も
集
ま
ら
な
い
！

・
点
と
点
を
つ
な
ぐ
役
割
、
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
役
割
、

  
情
報
集
約
・
情
報
発
信
の
場
と
し
て
の
役
割
。

・「
プ
レ
ミ
ア
ム
お
に
ぎ
り
」「
村
上
の
駅
弁
」
が
欲
し
い
。

・「
村
上
の
食
材
総
選
挙
」
を
行
っ
て
地
元
の
食
材
を
知
る
→
総
選
挙
で
人
気
B
E
S
T
3
に
な
っ

　
た
食
材
を
駅
弁
に
入
れ
る
。

・「
体
に
い
い
モ
ノ
」
…
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
き
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
あ
る
と
い
い
の
で
は
？

　（
人
を
引
き
つ
け
易
い
）。

・
タ
ニ
タ
食
堂
の
様
な
地
元
の
食
材
の
料
理
本
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
（
若
い
人
に
も
興
味
を

　
も
っ
て
も
ら
う
為
に
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
的
な
も
の
で
も
）。

・
ご
っ
つ
お
祭
り
が
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
繋
が
れ
ば
良
い
。

・
荒
川
地
区
で
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
栽
培
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ

　
リ
ー
を
特
産
品
と
し
て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

・
卓
上
で
使
う
堆
朱
の
器
の
販
売
を
テ
ー
マ
に
、
他
と
の
連
携
を
し
て
賑
や
か
に
し
た
い
。

・
農
業
生
産
者
と
飲
食
店
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

・
こ
の
地
域
に
は
多
く
の
食
材
が
あ
る
の
で
、Ｂ
級
グ
ル
メ
よ
り
も
各
地
に
存
在
す
る
郷
土
料
理
を

　
P
R
し
て
行
く
ほ
う
が
良
い
。

参
考
事
例

イ
ベ
ン
ト
で
お
昼
に

自
分
で
握
る

「
お
に
ぎ
り
バ
イ
キ
ン
グ
」

（
食
材
は
用
意
し
て
お
く
）

は
、
か
な
り
人
気

！
20
14
.2
.1
1

村
上
市
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

子
供
た
ち
向
け
の

情
報
発
信
機
能
が

必
要

高
齢
化
社
会
に

適
応
し
た

移
動
販
売
が
大
事

世
代
が
違
う
人
と
の

交
流
が
大
切

経
験
か
ら
の

情
報
発
信
が
必
要

既
存
の
施
設
に

併
設
す
る
パ
タ
ー
ン
が

主
流
に
な
る

だ
ろ
う

口
コ
ミ
は

「
人
か
ら
人
へ
」
の

宣
伝
な
の
で

信
用
性
が
あ
る

何
か
の
つ
い
で
に

（
拠
点
へ
）
行
く

ケ
ー
ス
が
大
半
。

逆
に
そ
こ
を
う
ま
く

利
用
す
る

○
拠
点
が
あ
る
と
お
金
が
か
か
る
。

○
拠
点
が
な
く
て
も
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と

　
は
で
き
な
い
か
？

○
最
小
限
で
効
果
的
な
拠
点
と
は
？

○
拠
点
を
つ
く
る
前
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？

○
拠
点
が
あ
る
と
場
所
が
限
定
さ
れ
る
。

○
動
く
拠
点
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
か
？

○
今
あ
る
施
設
の
一
部
を
拠
点
に
で
き
な
い
か
？

○
拠
点
よ
り
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
。

体
験
型
の
食
イ
ベ
ン
ト

参
考
事
例

山
北
地
区
で
は
、
軽
ト
ラ
市

を
開
催
し
て
お
り
、
地
元
の

食
材
を
地
元
で
販
売

軽
ト
ラ
市
の
開
催

添
加
物
の
入
っ
て

い
な
い
物
を
手
作
り
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
は

人
が
集
ま
っ
て
い
る

○
干
し
柿
に
し
て
色
々
な
料
理
に
使
う
。

○
パ
テ
ィ
シ
エ
と
『
協
働
』
し
て
お
菓
子
に
す
る
。

○
柿
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
等
。

○
産
地
を
見
せ
て
Ｐ
Ｒ
や
温
泉
で
も
使
っ
て
も
ら
う
。

○
現
地
に
来
て
も
ぎ
取
り
体
験
を
し
て
も
ら
い
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
。

【
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ィ
ア
】

【
駅
前
周
辺
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
】

【
拠
点
の
機
能
】

【
拠
点
を
作
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
】

【
拠
点
の
役
割
・
考
え
方
】

出
荷
で
き
な
い
Ｂ
品
の
柿
を
活
か
し
た
い

拠
点
は
原
点
に
戻
っ
て
話
を
す
べ
き

○
地
元
の
人
が
先
生
と
な
っ
た
講
習
会
を
開
く
。

○
学
校
給
食
を
利
用
し
、
地
産
地
消
を
進
め
る
。

○
子
供
た
ち
に
生
産
者
の
紹
介
を
す
る
。

【
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ィ
ア
】

今
ま
で
は
家
庭
の

中
で
出
来
て
い
た

事
が
、
今
の
生
活

環
境
で
は
難
し
く

な
っ
て
い
る

地
域
の
味
、
家
庭
の
味
は
残
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

（
食
材
）

　
ア
ピ
オ
ス
イ
モ
、
柔
肌
ね
ぎ
、
等

（
料
理
）

　
し
わ
煮
い
も
、
や
ま
も
ち
、（
他
の
地
域

に
馴
染
み
の
な
い
…
だ
い
か
い
、
の
っ
ぺ
い
）

有
名
食
材
（
鮭
、酒
、村
上
牛
、お
茶
、缶
詰
（
筍
、

山
菜
）
米
、
な
ど
）

お
つ
ま
み
弁
当
と
お
酒
付
き
、お
食
事
用
駅
弁
、

な
ど
用
途
に
合
わ
せ
て
も
面
白
い

○
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
、
顔
に
な
る
駅
弁
，

　
体
に
や
さ
し
い
、
春
夏
秋
冬

○
色
々
な
料
理
店
で
つ
く
る
の
は
面
白
い
。
　

　
和
、
洋
、
伊

○
お
店
の
集
客
に
も
つ
な
が
る
連
動
性
が
良
い

○
地
域
全
体
で
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
取
組
が
必

　
要
。（
例
）
村
上
食
の
陣
な
ど
。

○
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
い
と
実

　
現
難
し
い
。

○
こ
だ
わ
り
抜
い
て
作
る
。
地
元
の
方
々
に
受

　
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
に
し
な
い
と
い
け
な
い

○
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
で
、
値
段
は
変
わ

　
る
。
相
場
（
1
0
0
0
円
か
ら
1
5
0
0
円
程
度
）

村
上
の
駅
弁
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

※
あ
く
ま
で
例
と
し
て
...

テ
ー
マ

体
育
館
に

カ
フ
ェ
が
ほ
し
い

行
商
の
人
も
少
な
く
な
り

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が

少
な
く
な
っ
た

必
要
な
情
報
を

教
え
て
く
れ
る

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
よ
う
な
窓
口

が
必
要

日
中
つ
な
ぎ
役
と

な
れ
る
人
が

常
駐
す
る

拠
点
が
必
要

生
産
者
と
飲
食
店
が

コ
ラ
ボ
す
る

機
会
を
つ
く
る

主
催
：
N
P
O
法
人
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
一
般
社
団
法
人
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

拠
点
は
地
域
内
に

た
く
さ
ん
あ
る
が
、

そ
れ
が
線
に
な
っ
て

結
ば
れ
て
い
な
い

場
所
だ
け
あ
っ
て
も
ダ
メ
！ ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

支
所
の
職
員
が
動
く
こ
と
で

何
と
か
し
て
い
る
の
が

現
状
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地
元
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
（
対
談
）

県
外
企
業
と
地
域
の
協
働

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ど
う
し
の
協
働
：
ま
ち
カ
フ
ェ

都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

大
洋
酒
造
株
式
会
社
×
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

×

一
般
社
団
法
人
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

株
式
会
社
ノ
バ
レ
ー
ゼ
×
山
北
地
区

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
×
高
根
集
落

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
×
高
根
集
落

は
じ
め
に

　「
私
た
ち
は
、
地
域
内
の
財
を
集
め
、
つ
な
ぎ
、
支
え
な
が
ら
、
広
が
り
の
あ
る
『
公
』
を

創
造
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。」
こ
れ
は
私
た
ち
都
岐

沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
が
設
立
当
初
か
ら
掲
げ
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
の
実
現

に
あ
た
っ
て
は
、
民
民
連
携
、
特
に
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
民
間
企
業
、
社
会
起
業
家
と
の
連
携
・

協
働
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
私
た
ち
は
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
事
業
開
始
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し
た
今
、
地
域
・
社
会
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
言
葉
が
一
般
化
し
、
企
業
の
社
会
参
加
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
け
で
民
民
連
携
を
促
そ
う
と
し
て
も
、
村
上
岩
船
地
域
の

よ
う
な
中
山
間
地
域
を
含
む
地
方
で
は
現
実
的
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
私
た
ち
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（C

rea
tin
g
 S
h
a
red
 V
a
lu
e

）
と
い
う
概
念
に
出
会
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、「
社
会
課
題
の
解
決
と
企
業
の
利
益
を
両
立
さ
せ
、
社
会
と
企
業
の
両
方
に

価
値
を
生
み
出
す
」
と
い
う
考
え
方
で
、
こ
の
視
点
な
ら
ば
当
地
域
に
お
い
て
も
民
民
連
携
を

促
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
私
た
ち
は
考
え
ま
し
た
。

　
お
互
い
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
協
働
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？
そ
の
具
体
例
を
ま
と
め

た
も
の
が
、
こ
の
「
協
働
の
本
」
で
す
。
協
働
を
考
え
る
上
で
、
皆
さ
ま
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。



地元企業とNPOとの
協働事例（対談）
大洋酒造株式会社×高根フロンティアクラブ



5
A Book of the Collaboration
in Tsukisara

大
洋
酒
造
と
高
根
集
落
と
の
出
会
い
は

「
水
」
が
き
っ
か
け

益
田

　
高
根
と
の
付
き
合
い
の
始
ま
り

は
、「
鈴
ヶ
滝
」
と
い
う
酒
を
造
っ
た
昭
和

六
十
一
年
か
ら
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
の
発
端

は
、
村
お
こ
し
を
手
伝
お
う
と
い
う
発
想
で

し
た
。
当
時
、
水
に
こ
だ
わ
ろ
う
と
思
っ
て

い
て
、
高
根
に
あ
る
鈴
ヶ
滝
の
源
泉
ま
で
調

べ
に
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
と

て
も
い
い
水
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
鈴
ヶ
滝

と
い
う
お
酒
を
造
り
、
村
お
こ
し
に
つ
な
げ

た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。遠

山
　
当
時
は
四

カ
所
の
水
を

常
に
地
域
と
共
に
あ
る

　
　
　
　

と
い
う
こ
と

大
洋
酒
造
株
式
会
社 

× 

高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

使
っ
た
お
酒

を
造
っ
て
い
ま
し
た

よ
ね
。

益
田
　
そ
う
で
す
。「
お
幕
場
盛
（
お
ま
く

ば
さ
か
り
）」と「
光
兎
山（
こ
う
さ
ぎ
さ
ん
）」

と
い
う
酒
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
も
造
り
続

け
て
い
る
の
は
「
鈴
ヶ
滝
」
と
「
日
本
国
」

だ
け
で
す
。
最
初
の
頃
は
、
真
冬
に
雪
中
行

軍
し
て
水
汲
み
を
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
何
に

も
わ
か
ら
な
い
の
に
「
つ
い
て
来
い
！
」
っ

て
言
わ
れ
て
、
か
ん
じ
き
も
何
も
な
い
の
に

雪
の
中
を
進
ん
で
・
・
・
。
も
う
、
本
当
に

大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
（
笑
）

遠
山
　
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
は
結
成

し
て
か
ら
十
八
年
が
経
っ
て
い
ま
す
が
、
大

洋
酒
造
さ
ん
と
の
お
つ
き
合
い
は
、
毎
年
夏

に
開
催
し
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
二
回
目
か
ら
で
す
ね
。

益
田
　
当
時
の
朝
日
村
役
場
の
職
員
の
方
か

ら
、
手
伝
っ
て
も
ら
え
な
い
か
？
と
い
う
声

が
掛
か
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

遠
山

　
毎
年
、
大
勢
の
社
員
の
方
々
に
き
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
い

い
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。
毎
年
千
人

を
超
え
る
参
加
者
が
来
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

○
対
談
日
：
平
成
二
十
五
年
十
月
九
日

○
場
　
所
：
大
洋
酒
造
株
式
会
社

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
：
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト

　

　
　
　
　
　
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

　
大
滝

　
聡

大
洋
酒
造
株
式
会
社
　
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
田 

茂
彦
さ
ん

高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
　
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
山 

政
好
さ
ん

【
対
談
】

大洋酒造株式会社　取締役社長
益田 茂彦さん

高根フロンティアクラブ　会長
遠山 政好さん
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て
ま
す
。

ど
ぶ
ろ
く
造
り
が
縁
で
関
係
が
密
に

な
っ
て
い
っ
た

大
滝
　
ど
ぶ
ろ
く
造
り
に
取
り
組
み
始
め
た

の
は
、
い
つ
か
ら
で
す
か
？

遠
山
　
ど
ぶ
ろ
く
特
区
を
取
得
し
た
の
は
平

成
十
七
年
で
す
。
そ
の
二
年
前
の
平
成
十
五

年
に
、
廃
校
に
な
っ
た
校
舎
を
改
装
し
て
食

堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

大
滝
　
ど
う
し
て
ど
ぶ
ろ
く
を
造
ろ
う
と

思
っ
た
ん
で
す
か
？

遠
山
　
当
初
は
ど
ぶ
ろ
く
じ
ゃ
な
く
て
、
ワ

イ
ン
を
造
ろ
う
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。当
時
、

高
根
で
は
山
蒲
萄
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
で
ワ
イ
ン
を
造
れ
な
い
か
？
と

い
う
の
が
最
初
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
そ

れ
で
役
場
と
相
談
し
た
ん
で
す
が
、
量
的
な

問
題
や
色
々
な
制
約
が
あ
っ
て
ワ
イ
ン
特
区

は
難
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
が
既
に
営
業

を
開
始
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
特
区

の
用
件
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
ど
ぶ
ろ
く
を

や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ど
ぶ
ろ
く
特

区
を
取
っ
て
大
洋
酒
造
さ
ん
か
ら
製
造
方
法

を
詳
し
く
教
え
て
頂
き
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ど
ぶ
ろ
く
を
製
造
・
販
売
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
清
酒
鈴
ヶ

滝
も
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
年

の
冬
か
ら
雪
中
貯
蔵
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開

始
し
ま
し
た
。

雪
中
貯
蔵
イ
ベ
ン
ト
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

の
関
係
を
つ
く
っ
た

大
滝

　
雪
中
貯
蔵
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
提
案
し
た

の
で
す
か
？

益
田
　
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
双
方
か
ら
出
さ

れ
た
感
じ
で
す
ね
。
大
切
な
の
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ん
で
す
。
ど
ぶ
ろ
く
を
造
る
以

上
は
本
気
で
や
っ
て
成
功
し
て
も
ら
い
た

か
っ
た
の
で
、
私
は
ど
ぶ
ろ
く
を
製
造
す
る

鈴
木
さ
ん
に
手
紙
を
書
い
て
、「
金
を
か
け

る
な
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
人
を
集
め
ろ
」

と
伝
え
た
ん
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
高
根
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
を
動
か
し
て
そ
れ
を
き
ち

ん
と
実
践
し
て
く
れ
た
わ
け
で
す
よ
。

遠
山

　
そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
の
が
一
緒
に

始
め
た
雪
中
貯
蔵
な
ん
で
す
。

益
田

　
当
社
の
最
終
的
な
ね
ら
い
は
、
我
々

の
酒
「
大
洋
盛
」
を
た
く
さ
ん
売
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
利

用
し
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。
地

酒
を
ど
う
世
間
に
印
象
づ
け
れ
ば
い
い
か
を

考
え
た
時
、「
地
域
の
人
達
と
共
に
活
動
し

て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

は
大
事
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
発

想
で
ど
ぶ
ろ
く
も
指
導
し
て
き
ま
し
た
し
、

清
酒
鈴
ヶ
滝
も
こ
の
機
に
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
、

当
社
と
し
て
も
地
域
お
こ
し
な
ら
ぬ
「
大
洋

盛
お
こ
し
」
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
わ
け
で

す
。
つ
ま
り
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
ニ
ー

ズ
が
う
ま
く
合
致
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

遠
山
　
そ
う
で
す
ね
。
片
方
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
両
者
の
想
い
が
一
致
し
、
そ
れ
が
一
緒
に

高
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
、
一
番
理
想
的
な

形
で
し
た
ね
。

大
滝

　
大
洋
酒
造
さ
ん
は
、
高
根
と
の
雪
中

貯
蔵
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
し
た
か
？

益
田
　
ま
ず
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
た
く
さ
ん
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
清
酒
鈴
ヶ
滝
が
紹
介

さ
れ
、
当
社
が
地
元
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と

い
う
姿
勢
を
世
間
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し

た
。
こ
の
お
か
げ
で
、
頒
布
会
の
会
員
が
約

七
百
名
と
い
う
人
数
を
ず
っ
と
維
持
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
根
と
の
つ
な
が
り
が
縁

と
な
り
、
東
京
会
館
で
「
大
洋
盛
を
味
わ
う

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
も
う
七
〜
八
年
続
い
て
ま
し

て
、
東
京
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
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遠
山
　
高
根
と
し
て
は
、
大
洋
酒
造
の
お
客

様
と
の
繋
が
り
が
で
き
た
こ
と
で
、
食
堂
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
に
も
多
く
の
方
が
来
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
洋
酒
造
の
頒
布
会
を

食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で
や
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
大
洋
酒
造
の
お
客
様
が
蕎
麦
を
食
べ

に
来
て
く
れ
た
り
、
遊
び
に
来
て
く
れ
た
り

す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
毎
年
増
え
て
い
ま
す

ね
。

食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
っ

て
お
金
が
集
落
内
で
循
環
し
は
じ
め
た

益
田
　
今
の
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の

課
題
は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ

て
採
算
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
皆
さ
ん
に

利
益
を
分
配
さ
せ
る
こ
と
で
す
ね
。
高
根
に

行
っ
た
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑
張
っ
て
い

る
女
性
が
、「
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
け
ど
、

く
た
び
れ
て
き
た
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
瀬
波
温
泉
の

旅
館
に
声
を
か
け
て
観
光
ル
ー
ト
に
し
よ
う

と
仕
掛
け
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
お
隣
の

集
落
で
あ
る
大
毎
（
お
お
ご
と
）
の
吉
祥
清

水
で
水
汲
み
し
て
か
ら
、
高
根
の
天
蓋
高
原

へ
行
き
、
食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で
ご
飯
食
べ
て

と
い
う
コ
ー
ス
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

十
分
に
着
地
型
観
光
に
な
る
商
品
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
売
っ
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
・
・
・
。

遠
山

　
今
、
食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で
働
い
て
い

る
方
の
時
給
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
最
低
賃
金

ギ
リ
ギ
リ
の
額
で
す
。
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー

は
、
ま
る
っ
き
り
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。

大
滝
　
昔
は
、
地
域
お
こ
し
と
い
う
と
無
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
当
た
り
前
で
し
た
か
ら

ね
。
最
低
賃
金
で
も
雇
用
を
生
み
出
し
た
高

根
の
場
合
は
、
一
歩
進
ん
だ
事
例
な
ん
で
す

よ
。
こ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
け
ば
い

い
の
で
す
が
。

益
田
　
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動

自
体
で
お
金
が
出
な
く
て
も
、
そ
れ
を
や
る

こ
と
で
他
に
儲
け
が
出
れ
ば
い
い
ん
で
す
け

ど
ね
。
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
？

遠
山
　
実
は
、
食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
を
開
設
し

た
こ
と
で
、
集
落
内
で
独
自
に
お
金
が
回
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
年

間
を
通
じ
て
食
堂
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で
蕎
麦
が
出

す
た
め
に
、
高
根
で
は
地
元
農
家
に
蕎
麦
栽

培
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
蕎
麦
を
栽
培
す
る

と
国
か
ら
補
助
金
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ

ね
。
そ
れ
を「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
費
用
に
充
て
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
食
材
は
な
る
べ
く
地
元
の
も
の

を
使
い
た
い
の
で
、
農
作
物
を
集
落
内
か
ら

仕
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
金
額
的
に

は
た
い
し
た
額
で
は
な
い
で
す
が
、
集
落
内

で
お
金
が
回
っ
て
い
る
状
況
を
つ
く
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
見
え
な
い
部
分
で
儲
け
が

出
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
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益
田
　
そ
れ
だ
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
食
堂

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で
頒
布
会
を
や
る
と
も
の
す
ご

く
好
評
で
、
案
内
を
出
す
前
か
ら
満
杯
に

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
四
十
五
人
ぐ

ら
い
し
か
入
ら
な
い
か
ら
、
毎
回
十
人
く
ら

い
は
お
断
り
す
る
ん
で
す
よ
。
倍
ぐ
ら
い
の

広
さ
が
あ
る
と
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

県
外
の
お
客
様
も
固
定
客
に
な
っ
て
き
て
い

て
、
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
ね
。

大
滝
　
そ
れ
は
高
根
と
い
う
集
落
の
力
で

し
ょ
う
か
。

益
田
　
そ
れ
は
間
違
い
な
い
で
す
ね
。
都
会

の
人
に
と
っ
て
は
、
我
々
か
ら
案
内
を
出
さ

な
い
と
高
根
と
い
う
集
落
が
ど
こ
に
あ
る
か

も
わ
か
ら
な
い
。
ど
ん
詰
ま
り
の
集
落
に
来

て
み
た
ら
、
出
て
来
た
蕎
麦
や
山
菜
、
雪
中

貯
蔵
の
鈴
ヶ
滝
が
美
味
し
い
！
ど
ぶ
ろ
く
も

造
っ
て
い
る
し
、
ピ
ザ
も
焼
け
る
。
こ
ん
な

田
舎
に
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
あ
る
と
、
一
度

来
た
ら
や
み
つ
き
に
な
る
の
は
当
然
で
す

よ
。

遠
山
　
確
か
に
、「
ま
た
来
年
来
る
か
ら
ね

〜
」
と
仰
っ
て
帰
る
人
は
多
い
で
す
ね
。

社
員
教
育
の
一
環
で
始
め
た
田
植
え
が

企
業
ア
ピ
ー
ル
の
場
に

大
滝

　
大
洋
酒
造
さ
ん
は
、
高
根
で
米
作
り

も
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

益
田
　
社
員
教
育
の
一
環
と
し
て
始
め
て
か

ら
、
か
れ
こ
れ
十
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

田
植
え
も
稲
刈
り
も
し
た
こ
と
が
な
く
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
酒
米
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
の

か
が
わ
か
ら
な
い
社
員
が
半
分
く
ら
い
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
体
験
さ
せ
た
い
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
た
だ
最
近
は
、
当
社

の
姿
勢
を
外
部
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
ね
。
社
員
の
他
に
、
新
潟
の

料
亭
や
販
売
店
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
方
々
に

も
参
加
し
て
頂
き
、
五
十
〜
六
十
人
で
田
植

え
や
稲
刈
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
酒
屋
さ
ん

な
ど
は「
こ
の
前
、稲
刈
り
し
て
き
て
さ
・・・
」

と
か
「
そ
の
お
米
で
つ
く
っ
た
酒
が
こ
れ
だ

よ
」
な
ど
と
い
っ
た
会
話
が
お
客
さ
ん
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

大
滝
　
年
々
社
員
の
意
識
は
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
か
？

益
田
　
そ
う
で
す
ね
。
社
員
も
始
め
の
う
ち

は
田
植
え
や
雪
中
貯
蔵
を
や
る
と
か
、
人
形

様
め
ぐ
り
の
会
場
に
蔵
を
開
放
す
る
と
か
、

普
段
の
仕
事
以
外
に
な
ん
で
こ
ん
な
余
計
な

事
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
っ
て
気

持
ち
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
（
笑
）。
し

か
し
そ
れ
を
何
回
も
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、

狙
い
所
と
か
効
果
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
和
水
蔵
（
な
ご
み

ぐ
ら
）と
い
う
展
示
蔵
を
開
設
し
て
か
ら
は
、

観
光
バ
ス
が
た
く
さ
ん
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
か
ら
、
意
識
は
か
な
り
高
ま
り
ま
し
た
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ラ
ブ
は
、当
社
の
強
力
な
味
方
な
ん
で
す
よ
。

高
根
も
当
社
を
味
方
に
し
、
お
互
い
利
用
し

合
え
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
高
根
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
た

遠
山
　
大
洋
酒
造
さ
ん
の
プ
ロ
と
し
て
シ
ビ

ア
に
仕
事
に
向
き
合
う
姿
勢
は
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
お
酒
と
い
う
商
品
を
た
だ

造
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
。
当
然
美
味
し
く

造
る
こ
と
、
ど
う
や
っ
て
販
売
し
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
し
た
ら
食
堂
も
賑
わ
う
か
と
か
。

我
々
も
感
化
さ
れ
た
部
分
は
結
構
あ
り
ま
し

た
ね
。

益
田
　
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。
最
初
に
高
根
の
皆
さ
ん
の
お
話
を

伺
っ
た
時
、
熱
意
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
な
い
ん
だ
な
ぁ
と
い
う

こ
と
が
一
番
気
に
な
り
ま
し
た
。で
す
か
ら
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
私
の
役
割
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
最
初
は
ね
、

「
高
根
の
人
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
か
ら
そ
ん

な
こ
と
言
っ
た
ら
怒
る
よ
、
嫌
わ
れ
た
ら
そ

れ
で
終
わ
り
だ
よ
」
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す

よ
（
笑
）。
だ
け
ど
ど
う
し
て
も
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、
恐
る
恐
る
言
っ
て
み

た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
そ
れ

を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
て
く
れ
て
、
実
践

し
た
ん
で
す
ね
。
メ
デ
ィ
ア
を
呼
び
、
村
長

を
呼
ん
で
イ
ベ
ン
ト
や
る
。
こ
れ
は
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。だ
か
ら
、我
々
は
も
っ

と
お
手
伝
い
し
よ
う
！
と
い
う
雰
囲
気
に
な

り
、
そ
れ
が
雪
中
貯
蔵
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
な

が
り
ま
し
た
よ
ね
。

高
根
で
は
他
の
企
業
と
も
交
流
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す

大
滝
　
高
根
は
他
の
企
業
と
も
連
携
し
た
り

し
て
い
ま
す
よ
ね
？

遠
山
　 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
と
は
七
年
の
お
つ

き
あ
い
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く

り
と
い
う
こ
と
で
植
樹
活
動
を
支
援
し
て
も

ら
っ
た
り
、
新
潟
支
店
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

高
根
の
宣
伝
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
さ
ん
と
は
四
年
に
な
り
ま
す
。
キ
ヤ
ノ
ン

さ
ん
は
「
棚
田
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
と
い

う
こ
と
で
田
植
え
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う

内
容
で
、
東
京
か
ら
年
に
四
回
一
泊
二
日
で

来
ら
れ
ま
す
。
交
流
会
で
は
、
当
然
大
洋
酒

造
の
酒
を
出
し
ま
す
。
飲
め
ば
や
っ
ぱ
り
美

味
し
い
ん
で
す
よ
。女
性
四
人
組
の
社
員
が
、

帰
り
に
和
水
蔵
に
寄
っ
て
買
っ
て
行
く
っ
て

言
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

だ
か
ら
、
都
会
で
は
飲
む
機
会
が
あ
ま
り
な

い
み
た
い
で
す
か
ら
ね
。

益
田
　
東
京
の
東
京
會
舘
で
開
催
し
て
い
る

「
大
洋
盛
を
味
わ
う
会
」
の
参
加
者
の
方
々

に
、
村
上
の
地
酒
は
村
上
で
飲
ん
だ
方
が
一

番
美
味
し
い
か
ら
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
っ
て

声
か
け
て
み
た
ん
で
す
よ
。
和
水
蔵
集
合
と

ね
。

ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
な
ら
で
は
の
魅
力

づ
く
り

益
田
　
当
社
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を

相
手
に
し
て
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
差
別
化
を
図

る
以
外
、
方
法
は
無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
主
戦
場
で
あ
る

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
当
社
で
は
太

刀
打
ち
で
き
な
い
価
格
競
争
が
あ
り
ま
す
。

材
料
か
ら
作
り
方
ま
で
全
然
違
う
の
で
、
二

リ
ッ
ト
ル
八
百
円
の
酒
が
売
っ
て
い
ま
す
。

当
社
の
酒
は
一
・
八
リ
ッ
ト
ル
で
一
番
安
い

の
が
千
七
百
円
、
倍
以
上
違
い
ま
す
。
飲
む

だ
け
で
違
い
が
わ
か
る
い
い
味
覚
を
持
ち
、

値
段
が
倍
も
す
る
酒
を
わ
ざ
わ
ざ
買
っ
て
く

れ
る
人
ば
か
り
だ
っ
た
ら
い
い
の
で
す
が
、

酒
な
ん
て
酔
え
れ
ば
い
い
か
ら
み
ん
な
同
じ

だ
、
と
思
っ
て
い
る
人
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
の
が
実
情
で
す
。
価
格
競
争
以
外
で
の
差

別
化
を
図
る
に
は
、
ロ
ー
カ
ル
の
良
さ
を
ど

ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
す
る
し
か
方
法
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、和
水
蔵
だ
っ

た
り
高
根
の
雪
中
貯
蔵
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
通
信
販
売
に
繋
が
っ
た

り
す
る
わ
け
で
す
。
輸
出
用
の
酒
の
ラ
ベ
ル

は
英
語
で
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
新
潟
県
村

上
の
作
り
手
の
名
前
、
使
っ
た
米
な
ど
が
記

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
も
日
本
の

ロ
ー
カ
ル
で
出
来
た
酒
で
あ
る
こ
と
が
売
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
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い
う
形
に
し
た
ん
で
す
け
ど
、
今
年
は
八
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
社
長
、
専
務
、

総
務
部
長
が
直
接
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、高
根
に
お
連
れ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、
一
つ
の
繋
が
り
が
色
々
な

形
で
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

遠
山
　
キ
ヤ
ノ
ン
さ
ん
も
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
も

そ
れ
ぞ
れ
年
間
で
百
人
ぐ
ら
い
の
方
が
参
加

さ
れ
る
の
で
す
が
、
我
々
と
し
て
は
「
集
落

の
こ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
、
毎
回
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
田
舎
、
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た

こ
と
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
来
れ
ば
「
す
ご

い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

受
け
入
れ
の
大
本
に
な
っ
て
い
る
の
は
高
根

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
集
落
の
方

も
参
加
・
交
流
す
る
の
で
、
参
加
者
か
ら
は

生
の
声
が
聞
け
て
い
い
と
好
評
で
す
。
も
っ

と
高
根
の
人
と
仲
良
く
な
っ
て
、
例
え
ば
一

年
間
の
お
米
を
買
っ
て
い
た
だ
け
る
と
か
、

そ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
は
思
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
ね
。も
ち
ろ
ん
、高
根
の
お
米
を
買
っ

て
頂
い
て
る
方
は
一
杯
い
ま
す
。
キ
ヤ
ノ
ン

さ
ん
の
社
員
の
中
で
、
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
な
ら
れ
た
方
も
い
る
ん
で

す
よ
。

益
田

　
そ
れ
は
、
大
企
業
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す

ね
。
社
会
に
還
元
し
て
い
る
企
業
の
姿
勢
に

消
費
者
が
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
る
と
い
い
な

と
い
う
。
大
洋
酒
造
も
小
さ
い
な
が
ら
も

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い

ま
す
。「
大
洋
酒
造
は
ま
ち
づ
く
り
に
一
生

懸
命
協
力
し
て
い
る
酒
蔵
だ
」
と
イ
メ
ー
ジ

を
発
信
し
、
消
費
者
も
そ
こ
に
価
値
を
見
い

だ
し
て
く
れ
て
、
当
社
の
酒
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
社
員
か
ら
は
、
そ
ん
な
余
計
な
こ
と
し

て
売
り
上
げ
伸
び
る
の
か
？
だ
っ
た
ら
直
接

売
り
込
ん
だ
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
？
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
今
は
買
っ
て
く
れ
と
い
っ

て
も
な
か
な
か
買
っ
て
く
れ
な
い
時
代
で
す

か
ら
ね
。
遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
今

の
時
代
の
ト
レ
ン
ド
に
あ
っ
た
企
業
じ
ゃ
な

い
と
ダ
メ
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

集
落
で
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
に

は
三
十
〜
五
十
代
が
ポ
イ
ン
ト

大
滝
　
山
間
に
あ
る
集
落
の
場
合
、
外
か
ら

来
る
人
の
受
け
入
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
で
高
根
は
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
ま
す

よ
ね
。
何
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
し
ょ
う
。

遠
山

　
高
根
で
も
「
誰
が
受
け
入
れ
る
か
」

と
い
う
問
題
は
あ
る
ん
で
す
よ
。
七
十
代
の

人
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
と
言
い
ま
す
。
し
か

し
三
十
〜
五
十
代
の
人
は
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ

い
け
な
い
、
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
、

と
い
う
意
識
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

大
滝

　
三
十
〜
五
十
代
の
受
け
皿
づ
く
り
が
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ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

遠
山
　
そ
う
で
す
ね
。
受
け
入
れ
る
環
境
が

で
き
て
い
な
い
と
、
来
て
も
ら
っ
て
も
な
か

な
か
対
応
で
き
な
い
で
す
し
ね
。
今
は
交
流

事
業
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
当
初
は

人
を
高
根
に
呼
ぶ
と
い
う
意
味
で
「
高
根
に

こ
い
っ
ち
ゃ
（
高
根
に
お
い
で
よ
と
い
う
意

味
）」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
集
落
に
来
て
も
ら
っ
て
、
交
流
し
た

り
、
集
落
を
見
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
。

そ
れ
が
次
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

益
田
　
山
奥
の
集
落
は
、
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し

て
い
て
、
ヨ
ソ
者
に
は
警
戒
心
を
持
っ
て
い

る
よ
う
な
田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
で
も
高
根
は
全
然
無
い
。
積
極
性
が
あ

る
。
人
の
話
も
聞
く
度
量
が
あ
る
。
行
動
力

も
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
だ
か
ら
不

思
議
で
し
ょ
う
が
な
い
。

遠
山

　
ど
こ
の
集
落
で
も
何
か
物
事
を
始
め

る
時
は
白
紙
な
わ
け
で
す
。
ま
ず
は
五
〜
六

人
が
集
ま
っ
て
自
分
た
ち
の
夢
を
語
り
合

う
。
そ
の
う
ち
に
情
熱
が
わ
い
て
き
て
、
具

体
的
な
行
動
に
移
る
。
共
通
意
識
が
広
が
っ

て
い
く
と
、
一
気
に
組
織
が
で
き
て
く
る
。

こ
れ
は
ど
こ
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
は
結
成
か
ら

十
八
年
間
活
動
を
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
最

初
は
「
俺
た
ち
頑
張
れ
ば
ど
う
に
か
な
る
、

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
何
か
し
て
い
こ
う
」
と

い
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
に
優
秀
な
組
織
・
個
人
で
も
、
一
人
・

一
つ
の
団
体
で
は
地
域
な
ん
て
変
え
ら
れ
な

い
の
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
を
巻
き
込

ん
で
い
く
こ
と
で
初
め
て
地
域
が
よ
く
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
長
く
や
っ

て
き
て
学
ん
だ
こ
と
の
一
つ
で
す
。
つ
な
が

り
は
大
切
で
す
。
大
洋
酒
造
さ
ん
も
お
つ
き

合
い
の
あ
る
企
業
さ
ん
も
学
生
さ
ん
も
。
こ

う
し
た
つ
な
が
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

益
田
　
和
水
蔵
を
基
点
に
し
て
、
村
上
の

色
々
な
も
の
を
結
び
付
け
た
い
で
す
ね
。
和

水
蔵
を
基
点
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、結
局
、

大
洋
盛
フ
ァ
ン
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
か
ら
ね
。

遠
山
　
高
根
は
山
奥
に
あ
る
の
で
、
冬
場
は

た
く
さ
ん
の
雪
が
降
り
積
も
り
ま
す
。
い
く

ら
交
通
の
便
も
よ
く
な
っ
て
も
、
交
流
と
い

う
面
で
は
冬
場
は
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
二
月
の
雪
中
貯
蔵
・
春

の
蔵
開
き
イ
ベ
ン
ト
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。大
洋
酒
造
さ
ん
と
の
お
つ
き
合
い
は
、

今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま

す
。



地域外の企業と地域の
協働事例３題

株式会社ノバレーゼ×山北地区
キヤノンマーケティングジャパン×高根集落

TOTOグループ×高根集落
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地
域
に
入
っ
て

　

  

感
性
を
磨
く

　
㈱
ノ
バ
レ
ー
ゼ
（
結
婚
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
等

業
）
は
、
社
会
的
責
任
活
動
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と

し
て
平
成
二
十
三
年
か
ら
村
上
市
山
北
地
区

で
「
食
」
と
「
農
・
林
・
漁
業
の
振
興
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、

地
元
の
「
放
し
飼
い
鶏
の
卵
」
生
産
農
家
の

情
熱
に
惹
か
れ
た
社
員
教
育
コ
ー
デ
ネ
ー

タ
ー
の
紹
介
で
し
た
。従
業
員
五
百
十
七
人
、

平
均
年
齢
三
十
・
四
歳
の
若
い
社
員
を
擁
す

る
当
該
社
で
は
、
新
規
事
業
提
案
制
度
を
取

り
入
れ
て
お
り
、
社
員
個
々
の
意
識
と
積
極

性
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
普

段
は
結
婚
式
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
く
農
業

未
経
験
者
な
が
ら
、
田
の
草
取
り
、
山
焼
き

準
備
な
ど
、
食
糧
生
産
過
程
の
作
業
の
持
つ

意
味
に
感
心
し
な
が
ら
炎
天
下
の
汗
を
楽
し

む
か
の
よ
う
に
朗
ら
か
で
、
か
つ
質
問
魔
で

も
あ
り
ま
し
た
。
夜
は
地
域
農
家
の
話
に
耳

を
傾
け
、
自
分
と
企
業
が
そ
の
課
題
に
ど
う

向
き
合
え
る
か
を
語
り
明
か
し
、
新
潟
や
東

京
の
店
舗
で
山
北
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
や
弁
当
販
売
を
実
現
す
る

成
果
を
挙
げ
る
と
共
に
、
研
修
以
降
も
山
北

を
訪
れ
「
人
と
食
」
の
交
流
を
深
め
る
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
　

　
訪
れ
る
度
に
彼
ら
が
感
動
す
る
の
は
、
米

や
野
菜
等
の
食
材
の
お
い
し
さ
と
、
あ
り
の

ま
ま
の
自
然
景
観
で
す
。

　
作
業
を
終
え
、
棚
田
の
土
手
に
腰
掛
け
、

夕
日
を
眺
め
な
が
ら
食
べ
る
塩
む
す
び
と
漬

物
、
手
づ
く
り
味
噌
の
冷
汁
は
年
に
一
度
の

最
高
の
デ
ィ
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。

㈱
ノ
バ
レ
ー
ゼ
と
山
北
地
区
と
の
協
働

写真（上）：管理の手が行き届かない棚田の草取りに励む参加者。全員農業未経験ながら、「お
　　　　　 いしいお米」を育む苦労を、若さと気力で体感しています。
写真（左下）：ノバレーゼと山北のコラボによる地域づくりのワークショップ。地方や農家の
　　　　　　  課題に、自分自身と企業がどう関わるべきかを真剣に考えます。 
写真（右下）：養鶏場での採卵体験。山北での活動のきっかけとなった「放し飼い鶏の卵」生
　　　　　　  産農家の情熱と地域愛を実感しました。
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キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
グ

ル
ー
プ
（
以
下
、キ
ヤ
ノ
ン
Ｍ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
）

は
、
子
供
た
ち
の
未
来
に
、
多
様
な
生
き
物

を
育
む
美
し
く
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
残
す

こ
と
を
目
的
に
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
ふ
る
さ

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
で
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
五
月
か
ら
新
潟

県
村
上
市
高
根
地
区
で
「
棚
田
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
九
年

か
ら
高
根
地
区
で
里
山
整
備
や
棚
田
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
る
首
都
圏
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
つ
な

が
り
で
す
。

　
キ
ヤ
ノ
ン
Ｍ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
高
根
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
三
者
が
協
働
し
た
活
動

は
活
気
に
あ
ふ
れ
、
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
棚

田
で
の
お
米
作
り
は
、
田
植
え
、
草
取
り
、

草
刈
り
、
収
穫
と
季
節
ご
と
に
地
域
の
方
と

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
す
。

　
ま
た
集
落
行
事
へ
の
参
加
等
、
豊
か
な
自

然
を
体
感
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
現
在
は
会
社
の
活
動
以
外
に
個
人
で
集

落
行
事
に
自
主
的
に
参
加
さ
れ
る
方
々
も
あ

り
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
交
流
が
進
ん

で
い
ま
す

未
来
に
つ
な
ぐ

　
　

棚
田
を
守
る

写真（上）　  集落で行われる運動会に社員の方々が参加し、過疎化で参加者が少なくなるイ
　　　　　    ベントを盛り上げています。
写真（左下）秋の稲刈り、倒れた稲を全員で起こす作業。収穫されたお米は社員の方々にも
　　　　　　販売されます。
写真（右下）  春の田植えから草取り、草刈りと、年間プログラムで棚田保全の協力をしてい
　　　　　　ます。

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
と
高
根
集
落
の
協
働
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ど
ん
ぐ
り
の

　

  

森
を
つ
く
る

　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
植
樹
や
地
域

清
掃
な
ど
の
環
境
に
関
わ
る
社
会
貢
献
活
動

を
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
称
し
、

グ
ル
ー
プ
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
水
環
境

基
金
」
の
助
成
団
体
が
主
催
す
る
環
境
活
動

や
、
グ
ル
ー
プ
社
員
が
自
ら
育
て
た
ど
ん
ぐ

り
の
（
ナ
ラ
）
苗
木
を
植
え
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
」
で
す
。

　
全
国
の
中
の
一
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

平
成
二
十
年
か
ら
高
根
地
区
で
の
「
ど
ん
ぐ

り
の
森
づ
く
り
」
の
受
け
入
れ
を
始
め
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
、
地
区
内
で
森
づ
く
り
の

講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
ご
紹
介
で

し
た
。

写真（上）　  TOTO の商品展示会で地域 PR のブースを作っていただきパネル展示や地域の
　　　　　　特産物販売など行います
写真（左下）TOTO イベントで、竹とんぼづくりなど体験していただき家族来訪者に楽しん
　　　　　　でもらってます。
写真（右下）TOTO 水環境基金を活用し耕作放棄地をビオトープに変え子供達の環境教育の
　　　　　　現場として利用しています。

　
森
づ
く
り
の
活
動
で
は
、
集
落
の
有
休
地

に
植
樹
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
下
刈
り
等
の

作
業
に
年
二
回
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
業
後

は
両
者
で
懇
親
会
も
行
い
親
睦
を
図
り
ま

す
。
ま
た
社
員
の
方
々
は
集
落
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
地
区
と
し
て
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
行
わ
れ

る
展
示
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
、
協
力
し

な
が
ら
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
水
環
境
基
金
を
利
用
し
、
ビ
オ

ト
ー
プ
の
整
備
や
水
辺
の
利
活
用
を
図
り
、

子
供
達
の
自
然
体
験
の
場
所
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
と
高
根
集
落
の
協
働
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！

NPOどうしの協働事例

ま
ち
カ
フ
ェ
と
は

　
ま
ち
カ
フ
ェ
と
は
、
村
上
・
岩
船
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
を
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
い
ろ
い
ろ
な
方
と
語
り

合
う
場
の
こ
と
を
称
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
集
会
と
い
う
と
、
と
か
く

構
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
会
議
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
、
何
か
を
決
め
る
、

ま
と
め
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
年
齢
や
性
別
、
地

域
、
立
場
と
い
う
垣
根
を
越
え
て
、
よ
り
多

く
の
方
々
と
つ
な
が
り
合
う
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

コ
ト
の
起
こ
り

　
こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
自
由
な
意
見

交
換
の
場
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
平
成
二
十
四
年
の
春
、
い
わ
ふ
ね
青
年

会
議
所
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
も
と
も
と
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所
も
都
岐

沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
も
、
村
上
・

岩
船
広
域
圏
と
い
う
同
じ
エ
リ
ア
を
活
動
の

舞
台
に
し
て
い
る
団
体
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
接
点
が
な
か
っ
た
こ
と
自
体
、
不

思
議
な
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
当
時
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所
の
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
委
員
長
を
し
て
い
た
加
藤
善
典

さ
ん
（
翌
平
成
二
十
五
年
度
の
理
事
長
）
が
、

委
員
会
の
事
業
推
進
に
関
す
る
相
談
に
乗
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
を
聞
い
て
み
る
と
、

い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所
が
考
え
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
構
想
（
岩
船
広
域
圏
の
ま
ち
づ
く
り

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
な
ど
）
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
市
民
を

巻
き
込
み
、
対
話
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
都
岐
沙
羅

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
と
共
同
開
催
と
い

う
形
で
、
最
近
全
国
的
に
話
題
と
な
っ
て
い

る
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
の
手
法
を
使
い
、

多
種
多
様
な
方
々
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

意
見
交
換
会
を
開
い
て
は
ど
う
か
と
加
藤
さ

ん
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
の
提
案
を
加
藤
さ
ん
は
快
く
受
け
止
め

て
く
だ
さ
っ
て
、
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所
に

持
ち
帰
り
、
早
速
実
現
に
向
け
て
準
備
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。

第
一
回
ま
ち
カ
フ
ェ
の
開
催

　
第
一
回
の
ま
ち
カ
フ
ェ
は
、
平
成
二
十
四

年
十
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
な
っ
た
ク
リ
エ
ー
ト
村
上
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
メ
ン
バ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

行
政
職
員
、
各
種
事
業
者
の
方
々
な
ど
、
約

そ
れ
ぞ
れ
の

　

強
み
を
生
か
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
×
一
般
社
団
法
人 

い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所
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七
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
話
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
以
下
の
五

つ
で
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
資
金
集
め
を
考
え
る

○
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
受
発
信
を
考
え
る

○
ま
ち
づ
く
り
の
参
加
を
考
え
る

○
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
を
考
え
る

○
ま
ち
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
考
え
る

　
会
場
に
運
び
入
れ
た
十
四
の
丸
テ
ー
ブ
ル

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
が
事
前
に
割
り

振
ら
れ
、
そ
の
中
で
参
加
者
は
自
分
が
話
し

た
い
と
い
う
テ
ー
マ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て

自
由
に
討
議
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ち
カ
フ
ェ
は
二
十
分
単
位
で
テ
ー
ブ
ル
を

移
動
し
て
三
ラ
ウ
ン
ド
行
う
ス
タ
イ
ル
を
取

り
ま
し
た
。

　
ま
た
三
ラ
ウ
ン
ド
が
終
了
後
、
い
わ
ふ
ね

青
年
会
議
所
が
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

ま
ち
づ
く
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、

全
テ
ー
ブ
ル
で
協
議
す
る
場
面
を
つ
く
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
第
一
回
の
ま
ち
カ
フ
ェ

は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
用

意
し
た
手
づ
く
り
の
ケ
ー
キ
や
、
本
格
的
な

コ
ー
ヒ
ー
も
大
好
評
で
、
参
加
者
か
ら
は
今

後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修

会
の
開
催

・活動していても人手が少なく限られたことしかできない
・若い年代はまちづくりに興味がない
　（昔は自然と人が集まってきた）

・小さいお子様からお年寄りまで幅広く参加型のイベントが必要
　（子供の頃から参加することが大切）
・地元以外からの参加も増やしたい

・参加しやすいイメージをもてるようなチラシをつくる
・参加することが「魅力ある」という団体にならなければいけない

・達成感を得られる場づくりが必要
・継続することで参加人数を多く集客できる

まちづくりに参加する若者が少ない

・今は地域全体のまちづくり活動をまとめる場所がない
・それぞれが単体で活動している
・資金をどのように集めるか
・人材をどのように確保するか
・行政にきっかけづくりを行ってもらう

・気軽に立ち寄れる、いつも誰かがいる場
　（知識のあるコーディネーターや地元のお年寄りなどがいる）
・オープンな施設で近隣住民も集まれる
・まちカフェみたいな場。他団体との繋がりを持てる場所
・写真展などイベントが出来る場所
・他団体の知恵を集める場所
・情報を集めて、発信できる場所
・空店舗や空き民家、廃校などの利用を図りたい
・物理的な場所だけでなく、データベースが拠点になるのではないか
・場所でなくて「人」が拠点なのでは？
・各地域にサテライトを設け、それをまとめるセンターが必要

拠点のイメージを共有する

拠点をつくるための課題

まずは仲間づくりから始める

まちづくりの情報発信が重要

参加の喜びを伝えたい

・事業費に対する広報費の割合が大きくなるのでリスクが大きい
　（効果が出ない場合もある）
・デザインが重要
・伝えたい情報を絞り込むことが大切
・いつでも情報が手に入る拠点があるといい

・楽しさを口コミで伝えていく手段を考える
・人脈を使った情報発信の仕組みづくりが重要
・各団体が相互に情報発信する仕組みがあるといい

情報を発信しやすい環境と仕組みが必要

情報発信はみんなでやることが大事

・ターゲットによってツールを換える
・発信する情報だけでなく、「人」を紹介する
・地元ながらの情報発信を工夫し広める
・Facebook などの SNS を有効に活用する

使える媒体はすべて使う姿勢が大切

・会費だけで事業費を賄うには限界がある
・事業継続のためのスポンサーが欲しい

・人々がお金を出しやすい仕組みがある
・仕掛けの面白さも重要
・協賛を集めた場合はどのように使用されたか、収支を報告したほうがいい

・企業がお金を出しやすくなるための情報発信は重要
・団体のことが地域に知られているかどうかは大切なポイント
・地元にいない人からも資金を集める仕組みはつくれないか？

事業費を生み出す仕組みが必要

自分たちの活動が“地域に知られている”ことが重要！ 

共感を生み出す仕掛けと仕組みをつくろう

・気軽に参加できるきっかけづくり
・最初は行きにくい→でも来て見ると楽しい
・公共的な学びの場があるといい
・若者の気づきをつくるには失敗させてあげる

・平田大六さんの人づくり道場みたいなものがあるといい
・公開授業みたいなものが多数あればいい
・これまでは継続性のある地域づくり勉強会が少なかった

・後継者には背中を見せ、地域の魅力を再発見させる
・見返りが少なくても続けていくことが大事

楽しい雰囲気で、集まりやすい場の設定が必要

まちづくりを学べる場が必要

後継者を育てるための指針を作る

楽しい雰囲気で、集まりやすい場の設定が

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

POINT!
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第
一
回
の
ま
ち
カ
フ
ェ
が
終
了
し
た
後
で

反
省
会
を
持
っ
た
と
こ
ろ
、
私
た
ち
（
都
岐

沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
と
い
わ
ふ
ね

青
年
会
議
所
）
は
も
っ
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
磨
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
合
同
で
そ
の

研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
日
は
平
成
二
十
五
年
二
月
十
一
日
。

講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
学
校
か
ら

派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
主
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
基
本
並
び
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
演
習
、
ま
た
そ
れ
を
使
っ
た

会
議
手
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研

修
会
に
は
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
ま
ち
カ
フ
ェ
に
参
加
さ
れ
た
市
民
や
行

政
の
方
々
、
ま
た
他
の
市
町
村
か
ら
も
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
ち
カ

フ
ェ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
人
材
育
成
が
大
切
だ
と
い
う
声
が
多
く

出
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
参
加
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
学
ぶ
機
会
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
多
か
っ
た
こ
と
が
、
具
体
的
な
形
に

な
っ
て
現
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

研修会の案内チラシ研修会の案内チラシ

2階会議室

■主催：一般社団法人 いわふね青年会議所
　　　　NPO法人 都岐沙羅パートナーズセンター
■共催：新しい公共にいがた会議
　　　　村上市

村上市教育情報センター
2.11（月・祝）ʻ13

受講料無料

13:30～16:45

まちづくりに興味のある方ならどなたでも参加できます。

お申込・お問い合わせ先

一般社団法人 いわふね青年会議所｜事務局　加藤 瑞江
TEL 0254－53－4257    FAX 0254－53－0172
E-mail　iwaseinen@iwafune.ne.jp

まちづくりファシリテーター研修会
in いわ

ふね
iii参加の場をコーディネートするための ...

　（一社）いわふね
青年会議所と（特

活）都岐沙羅パート
ナーズセンターでは

昨年 10 月 27 日に
「まちカフェ」を協

働で

開催し、大勢の参
加者と共にこれか

らの村上・

岩船地域のまちづく
りについて語り合い

ました。

　このまちカフェは
今後も継続して開催

していく予定ですが
、大勢の皆さんの意

見を聴

きながら場をコーデ
ィネートしていくた

めには、ファシリテ
ート技術を磨く必要

がある

ということと、参加
者の方々から、これ

からのまちづくりに
は「まちづくりのス

キルを

学ぶ機会を持つ必要
がある」との意見が

多く出されたことか
ら、その第１弾とし

てこの

まちづくりファシリ
テーター研修会を企

画しました。

　皆さん、どうぞお
気軽にご参加くださ

い。

第
二
回
ま
ち
カ
フ
ェ
の
開
催

　
第
二
回
の
ま
ち
カ
フ
ェ
は
、
平
成
二
十
五

年
三
月
九
日
、
会
場
を
村
上
市
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
第
一
回
目
の
時
と
ほ
ぼ
同
数
の

方
々
が
参
加
し
て
く
れ
て
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
第
二
回
は
第
一
回
の
話
し
合
い
の
結
果
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
以
下
の
五
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
仕
組
み
を
考
え
る

○
ま
ち
づ
く
り
情
報
一
元
化
の
道
筋
を
考
え

る○
団
体
同
士
や
行
政
と
の
協
働
を
考
え
る

○
お
金
を
集
め
る
面
白
い
仕
掛
け
を
考
え
る

・まずは、自分たちが楽しむことが大事
・まちづくりが、やりがいや生きがいにつながることが大事
・新しいことをやらないとまちづくりにならない
・まちづくりに目標はあるが終着点はない

まちづくりの基本姿勢

・お互いを知り合う、良い所を学び合う（足し算の発想）
・まちづくりを学びたくなる仕組み・発信が必要
・人が集まる所には行きたくなる
・子どもが活躍する場をつくる→親もついてくる
・まちづくりの楽しさを人から人に伝える（市の広報も活用）
・自分のやっていることがまちづくりだと気づいてほしい
・コーディネーターが必要
・お年寄りの知恵や技、地域行事など、身近な学びの場を大切にしたい
・社会教育関連の各種講座をまちづくりを学ぶ場にしたい
・役所の縦割りを越えて連携すべき
・まちづくり協議会はまちのつなぎ役
・まちづくり協議会に、楽しんで活動している人をメンバーに加えたい
・カフェのようにいつでも集まれる拠点が必要
・まずは団体に入ってもらう→学ぶ仕組みはその団体の中にある

人材育成に必要なこと

・カフェなどの気軽に入れる場所や、地区単位で行きやすい場所にあること
・地域のお店（飲食店など）人が集まる場所で、飲みながら
・人が拠点となることが良い
・常時集まることは、難しいので町づくりのイベントの日をつくる
・まちカフェの延長線上にあるような場（交流したり話合う場）
・様々な年代層の人たちが集まれる工夫がなされている場

・民間主導で、行政もそこに加わる形が必要
・常駐する人（リーダーや事務局）の人材育成が必要
・ネットワーク構築のためにもデータベースを作ることが大切
・資金調達をきちんと行い、しっかりした組織が管理運営する
・まちカフェの定期開催を行っていくことが効果的
・HPなどを活用し情報を供給していけるように活動していく
・拠点をつくるにはテーマと場所と人が必要
・人と人との繋がりを生むことが一番大切なこと

必要とされる拠点のイメージ

設置するために必要なこと

・まちづくり協議会の取り組みのすり合わせ、共有の場が必要
・このままではなくなってしまう技術や伝統行事など
・各団体の「できること」「してほしいこと」
・各団体の会員拡大を図ることを最初のきっかけにする

・アナログ・デジタル両方が必要。+facebook
・イメージはMOCAの「まちづくり版」
・メールマガジンや回覧板
・放送（ラジオ感覚で聴けるもの）

何を情報発信・情報共有すべきか

情報発信ツールの具体性

・行政が主体となってつくる（事業化する）
・地元マスコミとの連携でつくる
・まちづくり団体が協力してつくる作成委員会のような組織

誰が主体となって作成・管理すべきか

情報を一元化するに当たって大切なこと

・アフィリエイト収入
・HPのバナー収入
・軽トラ市等面白く経費の掛からない手法　・出身者の登録によるサポーターシステム
・参加費、場所代徴収
・粟島クリーンアップ作戦みたいなもの　・資金出し合い太陽光パネルを設置
・ノベルティ（リストバンド等）で協賛金を集める　・地域の建物や施設を貸出す
・地域資源の商品開発　・イベントの開催　・交付金等の公的資金や各種助成金
・自動販売機による売り上げの数％の助成金　・会員の会費

・スポンサー提携　・一口サポーターシステム
・コンテストでの賞金 (周知にもつながる )

・コネクションやSNSを使った寄付集め

・寄付集めの手法は 3人か 5人（複数）で何回も回る
・地域内で循環する仕組みをつくる（地域通貨をつくる）
・新しい産業や体験イベント等を起こすことが大切
・マスコミや行政との連携が必要
・村上地域のファンクラブづくりが必要（スポンサーの確保につながる）

お金を集める方法

集めるポイント、集める上で大切なこと

・専門分野が重なりお客さんの取り合いになる
・管理運営する人的資源がお互い足りない中での協働は面倒
・他団体との交流がほとんど無い
・交流したくても、きっかけがない
・行政と市民団体が意志疎通が図られていない
・成功事例をみんなで学ぶ機会が少ない

協働がうまくいかない理由

・Win-Win の関係を作ること
・世代を超えて人が交流する必要がある
・連携は目的ではない、しっかりした目的が必要
・各団体の情報がきちんと一元化されていることが重要
・協働のきっかけを生む「まちづくり拠点」が必要
・行政への働きかけがもっと必要

協働のためには何が必要か

・個々の団体だけでは出来る事に限りがある
・協働することにより、活動の幅が広がる
・各団体との意見交換がスムースになる
・行政の名前があると、信用、安心感を与えることが出来る

協働のメリット

何を情報発信・情報共有すべきか

・アナログにしてもデジタルにしても定期更新することが重要
・誰でも更新できるものをつくりたい

POINT!POINT!

POINT!

POINT!

POINT!

第 2回まちカフェのまとめ
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in Tsukisara

○
ま
ち
づ
く
り
拠
点
の
具
体
像
を
考
え
る

　
こ
の
回
は
約
１
ヶ
月
前
に
行
っ
た
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
研
修
会
の
成
果
が
上
手
く
発
揮

さ
れ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
の

記
録
も
話
し
合
い
も
、
第
一
回
の
時
よ
り
も

格
段
に
よ
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

第
三
回
は
夜
の
ま
ち
カ
フ
ェ

テ
ー
マ
も
「
協
働
」
に
絞
り
込
む

　
第
三
回
は
平
成
二
十
五
年
十
一
月
五
日
、

村
上
プ
ラ
ザ
の
二
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
一
階
で
は
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所
が
ま

ち
づ
く
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
こ
の
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
す
る
形
で
こ
の
第

三
回
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
カ
フ
ェ
は
土
日
の
日
中

開
催
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
き
ま
し
た

が
、
も
っ
と
気
楽
に
集
ま
れ
る
場
で
あ
り
た

い
と
い
う
要
望
も
あ
っ
て
、
夜
の
開
催
を
実

験
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で
は
五
つ
ほ
ど
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
皆
さ
ん
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
「
協
働
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
一
本
に
絞
り
、
行
政
と
民
間
が
、
企
業

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
或
い
は
私
た
ち
の
よ
う
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ど
う
し
が
連
携
・
協
力
し
合
っ
て
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
或
い
は
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
あ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
の
成
果
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の

は
、
具
体
的
な
協
働
の
種
が
い
く
つ
か
見
え

て
き
た
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
地
元
の
酒
造
会
社
と
い
ち
ご
農
園

の
方
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
今
ま
で
商
品
に

な
ら
な
か
っ
た
Ｂ
級
品
の
い
ち
ご
を
回
収
し

て
、
そ
れ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
い
ち
ご
酒
を
造

る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
き
た

り
、
村
上
の
特
産
で
あ
る
鮭
や
村
上
牛
、
天

然
塩
、
岩
船
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
村
上
茶
、
朝

日
豚
な
ど
の
中
か
ら
厳
選
し
て
、
村
上
オ
リ

ジ
ナ
ル
駅
弁
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
、
と

い
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
そ
の
ま
ま
放
置

せ
ず
、
次
回
以
降
の
ま
ち
カ
フ
ェ
並
び
に
他

の
事
業
の
中
で
具
体
化
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

・シャトルバスの運行をイベント時に協働で行えないか
・レトロバスや人力車を出す
・スタンプラリー方式：一日目体験イベント、二日目屏風まつりなど
・子どもを中心とした農業体験ツアー
・人形さま巡りや屏風まつりなど、人が集まるイベントを他地域につなげていく
　　例えば、鷲ヶ巣山登山や高根のそばまつり、笹川流れなど
・人力車を復活させたい
・ツアープランを業者任せにしないで、もっとバラエティーに富んだツアーを実施する
・地域活性化協議会は、もっと他団体や企業等と連携していくべき
・子どもを集めれば賑やかになる
・地域の特徴をもっと生かすべき　例：奥三面でバンジージャンプ
・駅前をもっと華やかにする
・移動が大変なので安くするプランを考える
・バスを利用した観光コースを作る
・つかみ取りなどの自然体験は子どもが喜ぶ
・子どもの体験が少ない
・ラフティングのコースづくり
・冬の観光を考え、もっと雪を活かす
・美味しい食べ物があるので、それを活かす
・伝統行事の復活をすると良い（小正月のだんごの木、どんと焼きなど）
・スキートレッキング
・スポーツクラブの合併、または協働事業を増やす
・もっとお寺に人を呼びたい、使ってほしい
・塩谷の醤油蔵をもっと観光客に見てもらいたい
・異業種の情報紙を定期発行してはどうか？
・弁当屋と農業のコラボレーションができないか

・役員の高齢化が深刻
・イベントに人が集まらない
・子どもが少なく集まらない
・役員自体を入れ替えないと人が集まらない
・後継者不足
・人材はたくさんいるが、やる気スイッチが入るタイミングが難しい
・いろいろなことをかけ持ちしている人が多い
・地域全体でどんな素材があるか、ということがわからない
　　（地域のお土産は何かと聞かれて答えられるものが少ない）
・どうすれば効果的に人を集められるかが問題
・農商工連携フェアは、その後の繋がりが難しくなっている
・面倒くさいイメージがあるため会員が減っている
・伝統芸能が少子化で続けられなくなっている（大場沢）

・情報の共有により情報発進力が増し、人との繋がりが増える
・協働することにより、ウィンウィンの関係ができる
・相乗効果が図れる
・資金も大きなものになる
・ターゲットを絞って協働事業を行えば新たな発見がありそう

・お互いの理解を進めるのが難しい
・持続するのがたいへん
・コーディネートしてくれる人が少ない
・お互いにメリットがないと成立しない
・行政のスピードが遅い
・市長に直接話すと、その下のクラスの管理職がへそを曲げる
・一生懸命やっている人たちがなかなか報われない

今までなかった駅弁をつくる

温泉組合
堆朱組合

JR
農家
農協

商工会議所青年部

協働

岩船米

朝日豚

村上牛

鮭
天然塩

村上茶

イチゴ

プレミアム
おにぎり弁当

食の宝庫である村上にも関わらず、未だ駅弁がない。SL も
走っているのだから、地元農家や宿泊施設、JR などが協働
を行って新しい駅弁を企画して地域活性化につなげたい。

具体的な
協働企画

具体的な
協働企画

新しいいちご酒をつくる

大洋酒造と夢ファームあらかわの間で、協働事業を生み出せそ
う。夢ファームで今まで捨てていた B 級品のいちごを大洋酒造
に提供し、大洋酒造がいちご酒をつくる。

大洋酒造（株） 夢ファーム
あらかわ

WINWINの関係

新しい地域の特産品

・高根では東京の学生さんなど、若い人との結びつきが強い
　　企業のCSRもそういう土壌の中で展開されている
・活動を続けていると、みんな会費を納めてくれる（フィルムコミッション）
・ロケ地を借りる時に企業の協力が必要
・地域の宝物である「水」を使っていくと美味しいお酒が造れるというのがそのスタート。
　お酒に使うことで地域資源に光が当たった（鈴ヶ滝、吉祥清水）
・お寺を使った写真展を行っている（お寺はかつて公民館の役目を果たしていた）。

地域の魅力を
もう一度再発見
することが大切

・葉っぱビジネスのように高齢者を使ったビジネスを企画すべき
・外から来た人と一緒に地域の魅力を再発見することが大切
・役員の仕事量が減れば新しいことも考えられるようになる
・楽しそうに活動していることが大切
・他地域との連携も必要
・もっと地域のことを知る必要がある
・今までなかったような面白いプランをたてられるかどうか
・集落の協力が必要
・情報だけでなくアクションにつながると good!
・自ら発信していくことが大切
・知り合いがいるとコラボは始めやすい（能登新+富士美園）
・これまで接点のなかった人との繋がりをつくる必要がある
・それぞれの連携が大切
・観光の目玉は昔からその地にあったものであるべき

つながりを
生むには
コトを起こす
ことが重要！

お互いの
思いを
共有する
必要がある

POINT!
協働に対する
理解をもっと
深めるべき

POINT!

そもそも
地域側の課題が
オープンに
なっていない

POINT!

POINT!

POINT!

もっと
お母さんたちへの
情報提供を
強化すべき

POINT!

！ 2013.11.5
村上プラザ 2F プラザホール

主催：NPO法人都岐沙羅パートナーズセンター
協力：社団法人いわふね青年会議所

お互いの課題や
やりたいことを
話せる場が必要

POINT!
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・市長に直接話すと、その下のクラスの管理職がへそを曲げる
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う。夢ファームで今まで捨てていた B 級品のいちごを大洋酒造
に提供し、大洋酒造がいちご酒をつくる。

大洋酒造（株） 夢ファーム
あらかわ

WINWINの関係

新しい地域の特産品

・高根では東京の学生さんなど、若い人との結びつきが強い
　　企業のCSRもそういう土壌の中で展開されている
・活動を続けていると、みんな会費を納めてくれる（フィルムコミッション）
・ロケ地を借りる時に企業の協力が必要
・地域の宝物である「水」を使っていくと美味しいお酒が造れるというのがそのスタート。
　お酒に使うことで地域資源に光が当たった（鈴ヶ滝、吉祥清水）
・お寺を使った写真展を行っている（お寺はかつて公民館の役目を果たしていた）。

地域の魅力を
もう一度再発見
することが大切

・葉っぱビジネスのように高齢者を使ったビジネスを企画すべき
・外から来た人と一緒に地域の魅力を再発見することが大切
・役員の仕事量が減れば新しいことも考えられるようになる
・楽しそうに活動していることが大切
・他地域との連携も必要
・もっと地域のことを知る必要がある
・今までなかったような面白いプランをたてられるかどうか
・集落の協力が必要
・情報だけでなくアクションにつながると good!
・自ら発信していくことが大切
・知り合いがいるとコラボは始めやすい（能登新+富士美園）
・これまで接点のなかった人との繋がりをつくる必要がある
・それぞれの連携が大切
・観光の目玉は昔からその地にあったものであるべき

つながりを
生むには
コトを起こす
ことが重要！

お互いの
思いを
共有する
必要がある

POINT!
協働に対する
理解をもっと
深めるべき

POINT!

そもそも
地域側の課題が
オープンに
なっていない

POINT!

POINT!

POINT!

もっと
お母さんたちへの
情報提供を
強化すべき

POINT!

！ 2013.11.5
村上プラザ 2F プラザホール

主催：NPO法人都岐沙羅パートナーズセンター
協力：社団法人いわふね青年会議所

お互いの課題や
やりたいことを
話せる場が必要

POINT!

第 3回まちカフェのまとめ
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第
四
回
は
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
事
例

を
紹
介

　
第
四
回
は
平
成
二
十
六
年
二
月
十
一
日
に

村
上
市
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
が
、
参
加
者
は
何
と
九
十
人
を
超
え

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
最
高
の
盛
況
ぶ
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
も
「
協
働
」
を
継
続
し
ま

し
た
が
、
第
三
回
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ど
も
こ
の
場
で
取
り
上
げ
、
具
体
化
を
さ

ら
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
こ
の
冊
子
の
冒
頭
に
も
掲
載
し

た
大
洋
酒
造
株
式
会
社
と
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
と
の
協
働
事
例
を
、
直
接
当
事
者

か
ら
お
伺
い
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
み

ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
た
の
は

高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
の
遠
山
政

好
さ
ん
と
、
大
洋
酒
造
株
式
会
社
専
務
の
中

村
行
善
さ
ん
で
、
二
者
が
協
働
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
か
ら
、
協
働
す
る
こ
と
の

意
義
や
効
果
ま
で
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
協

働
と
い
う
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
ま
ち
カ
フ
ェ
は
テ
ー
ブ
ル
数
が

十
六
と
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
協
働
と
い

う
テ
ー
マ
の
下
に
、
前
回
ま
で
の
話
し
合
い

の
流
れ
を
継
承
し
た
「
食
」「
情
報
」「
拠
点
」

と
い
う
小
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
具
体
的
に
活
動

す
る
上
で
の
悩
み
や
困
り
事
、
或
い
は
実
際

に
協
働
を
し
た
い
と
い
う
個
人
や
団
体
の
思

い
に
対
し
て
、
多
様
な
参
加
者
か
ら
の
意
見

や
助
言
が
集
ま
り
ま
し
た
。
特
に
拠
点
に
関

し
て
は
、
第
一
回
目
の
頃
か
ら
比
べ
る
と
ず

い
ぶ
ん
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
実
現
す
る
日
も
近
い
と
い
う
印
象
を
持

ち
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
強
み
と
弱
み
を
認

め
合
う

　
こ
の
ま
ち
カ
フ
ェ
は
こ
れ
か
ら
も
二
者
が

協
働
し
て
継
続
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
強
み
と
弱
み
を

そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
認
識
し
、
お
互
い
が

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
合
っ
て
い
く
姿
勢

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
お
互
い
が
成
長
で
き

れ
ば
、
そ
れ
が
協
働
を
し
た
最
大
の
成
果
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

熊本の冊子（ＮＯ：エヌ
オー）は色々な情報が載っ
ていて小中学生も買う

参考事例

協働

・新潟（地域）を知ってもらう冊子を作りたい。
・保育園の跡地など情報発信の拠点として使う→場所が必要。
・小中学生が読める議会報をつくる
・毎週のイベントごとに次週開催イベントを来場者に告知し、それをリレー
　形式でつなげていく。
・松葉ガニのようなブランドを示すネームのタグを作成すると良いのでは
・情報を得られる拠点を作る（まちカフェのような様々な団体や個人が集まり
　マッチングできる、協働できる機会を得られる）。
・１つの情報から派生し複数の情報を発信出来る仕組みを作る（ネットショッピン
　グでの１つの購入情報から関連するその他の商品情報提供がメールで送られてく
　る仕組みに倣った方法）。
・国外、県外のメディアを呼び込む。
・地元作物をテーマとしたドキュメント映画が出来たのでPRしたい。
・情報を発信する拠点が必要である。
・村上の情報サイトがあったらよいと思う（協働出資）。

・ジャスコの跡地をもっと賑わいのある空間に整備すべき。
・病院の跡地は、たくさんの用事が一度に済むように施設を集約する。

・空き家を再利用し、シェアハウス的に設置してはどうか。
・若者を呼び込むために，カフェ的な拠点がいいのではないか。
・いつもはカフェだが、イベント・印刷もできる場所。
・人がたくさん集まる場の一角にスペースを設けられないか。
　（例：スーパー、神社など）
・小規模な拠点がたくさんあるといい。 ・情報共有の場所（話し合いの場）。

・常に誰かがいる場所。
・酒が飲める⇒交流の場となる。
・情報発信ができる設備（パソコン環境）。
・印刷ができる。
・活動するための設備や道具が揃っている。

人が集まらないと
情報も集まらない！

・点と点をつなぐ役割、心の拠りどころとしての役割、
  情報集約・情報発信の場としての役割。

・「プレミアムおにぎり」「村上の駅弁」が欲しい。
・「村上の食材総選挙」を行って地元の食材を知る→総選挙で人気BEST3になっ
　た食材を駅弁に入れる。
・「体にいいモノ」…アピールするときのキャッチフレーズにあるといいのでは？
　（人を引きつけ易い）。
・タニタ食堂の様な地元の食材の料理本があっても良いと思う（若い人にも興味を
　もってもらう為にフリーペーパー的なものでも）。
・ごっつお祭りが農家レストランに繋がれば良い。
・荒川地区ではラベンダー栽培がうまくいかなかった。その代わりとしてブルーベ
　リーを特産品として利用してはどうか。
・卓上で使う堆朱の器の販売をテーマに、他との連携をして賑やかにしたい。
・農業生産者と飲食店のコラボイベントを開催。
・この地域には多くの食材があるので、Ｂ級グルメよりも各地に存在する郷土料理を
　PRして行くほうが良い。

参考事例

イベントでお昼に
自分で握る

「おにぎりバイキング」
（食材は用意しておく）

は、かなり人気

！ 2014.2.11
村上市生涯学習推進センター

子供たち向けの
情報発信機能が

必要

POINT!

高齢化社会に
適応した

移動販売が大事

POINT!

世代が違う人との
交流が大切
経験からの

情報発信が必要

POINT!

既存の施設に
併設するパターンが

主流になる
だろう

POINT!

口コミは
「人から人へ」の
宣伝なので
信用性がある

POINT!

何かのついでに
（拠点へ）行く
ケースが大半。
逆にそこをうまく

利用する

POINT!

○拠点があるとお金がかかる。
○拠点がなくてもできるように考えること
　はできないか？
○最小限で効果的な拠点とは？
○拠点をつくる前にできることはないか？
○拠点があると場所が限定される。
○動く拠点というのは考えられないか？
○今ある施設の一部を拠点にできないか？
○拠点よりもネットワークが重要。

体験型の食イベント

参考事例

山北地区では、軽トラ市
を開催しており、地元の
食材を地元で販売

軽トラ市の開催

添加物の入って
いない物を手作りする
イベントには
人が集まっている

POINT!

○干し柿にして色々な料理に使う。
○パティシエと『協働』してお菓子にする。
○柿料理コンテスト等。
○産地を見せてＰＲや温泉でも使ってもらう。
○現地に来てもぎ取り体験をしてもらい持ち帰ってもらう。

【課題解決のアイディア】

【駅前周辺の整備イメージ】

【拠点の機能】

【拠点を作るためのアイディア】

【拠点の役割・考え方】
出荷できないＢ品の柿を活かしたい

拠点は原点に戻って話をすべき

○地元の人が先生となった講習会を開く。
○学校給食を利用し、地産地消を進める。
○子供たちに生産者の紹介をする。

【課題解決のアイディア】

今までは家庭の
中で出来ていた
事が、今の生活
環境では難しく
なっている

地域の味、家庭の味は残さなければ
いけない、伝えなければいけない。

（食材）
　アピオスイモ、柔肌ねぎ、等
（料理）
　しわ煮いも、やまもち、（他の地域
に馴染みのない…だいかい、のっぺい）

有名食材（鮭、酒、村上牛、お茶、缶詰（筍、
山菜）米、など）
おつまみ弁当とお酒付き、お食事用駅弁、
など用途に合わせても面白い

○ストーリー性のある、顔になる駅弁，
　体にやさしい、春夏秋冬
○色々な料理店でつくるのは面白い。　
　和、洋、伊
○お店の集客にもつながる連動性が良い
○地域全体で盛り上げるような取組が必
　要。（例）村上食の陣など。
○強いリーダーシップを発揮しないと実
　現難しい。
○こだわり抜いて作る。地元の方々に受
　け入れられるものにしないといけない
○付加価値をつけることで、値段は変わ
　る。相場（1000 円から 1500 円程度）

村上の駅弁の具体的イメージ

※あくまで例として ...

テーマ
体育館にカフェがほしい

行商の人も少なくなり人と人とのふれあいが
少なくなった

必要な情報を
教えてくれる
コンシェルジュ
のような窓口
が必要

POINT!

日中つなぎ役と
なれる人が
常駐する
拠点が必要

POINT!

生産者と飲食店が
コラボする
機会をつくる

POINT!

主催：NPO法人都岐沙羅パートナーズセンター
　　　一般社団法人いわふね青年会議所

拠点は地域内に
たくさんあるが、
それが線になって
結ばれていない

場所だけあってもダメ！

まちづく
り協議会

は

支所の職
員が動く

ことで

何とかし
ているの

が

現状

第 4回まちカフェのまとめ
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様
々
な
協
働
を　

  

応
援
し
て
い
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

　
私
た
ち
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
は
、
村
上
・
岩
船
地
域
の
元
気
づ
く
り

を
応
援
す
る
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、
平
成

十
一
年
か
ら
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
育
成
や
多
様
な
分
野
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
住
民
活
動
支
援
を

行
っ
て
き
た
結
果
、
数
多
く
の
実
績
と
支
援

ノ
ウ
ハ
ウ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
蓄
積
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、「
協

働
」
は
最
重
要
課
題
で
す
。
一
言
で
協
働
と

い
っ
て
も
そ
の
内
容
は
様
々
で
す
が
、
私
た

ち
が
近
年
着
目
し
て
い
る
の
は
「
民
と
民
の

連
携
」
で
す
。
お
互
い
に
手
を
結
ぶ
こ
と
で

問
題
が
解
決
し
た
り
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関

係
と
な
っ
て
お
互
い
が
更
に
飛
躍
し
て
い
く

可
能
性
を
大
い
に
秘
め
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
る

協
働
を
、
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た

い
。
そ
ん
な
想
い
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

は
、
様
々
な
協
働
を
応
援
す
る
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
働
を
応
援
す
る
た
め
の
都
岐
沙
羅

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

一
　
ま
ち
カ
フ
ェ
を
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
で
も
ご
紹
介
し
て
い
る
「
ま
ち

カ
フ
ェ
」
か
ら
は
、
多
様
な
主
体
同
士
の
協

働
の
種
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
協
働
の
種
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
ま
ち
カ
フ
ェ
は
今
後
も
定

期
的
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

二
　
協
働
の
種
を
丁
寧
に
育
て
て
い
く
た
め

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　
ま
ち
カ
フ
ェ
か
ら
生
ま
れ
た
協
働
の
種

は
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
て
も
芽
が
で
な

い
（
＝
協
働
の
取
り
組
み
が
動
か
な
い
）
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
都
岐
沙
羅
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
は
、
協
働
の
種
を
丁
寧

に
育
て
て
い
く
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

　
①
関
係
者
を
集
め
た
相
談
会
や
打
合
せ

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

　
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
動
期
の
事
務
局
機
能

の
担
当

　
③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
（
資
金
調
達
を
含
む
）

　
④
地
域
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援

　
⑤
専
門
家
の
紹
介
、
勉
強
会
の
企
画

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
！

私たちは、地域内の財を集め、つなぎ、支えながら、広がりのある「公」を創造することで、
持続可能な地域社会づくりに貢献します。
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発
行
日
　
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日

制
　
作
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

協
　
力
　
大
洋
酒
造
株
式
会
社

　
　
　
　
高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
株
式
会
社
ノ
バ
レ
ー
ゼ

　
　
　
　
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

　
　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

　
　
　
　
一
般
社
団
法
人 

い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

　
　
　
　
村
上
市
山
北
支
所

こ
の
冊
子
は
、
国
土
交
通
省
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
中
間
支
援
活
動
の
コ
ン
テ
ン
ツ
整
備
の
た
め
の
優
良
な
取

組
事
例
調
査
「
多
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